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◆NPOで活動を始めてみませんか
◆悪質な滞納は許しません！
◆屋外焼却・不法投棄は犯罪です
◆島津発祥まつり
◆ふるさとの伝統を後世へ

◆なくそう！　女性や子どもへの暴力
◆国民健康保険税
◆弥生時代の都城
◆保育所（園）の入所申し込み
◆コミュニティ・スクール



計
画
の
策
定
ま
で

　

市
で
は
、
平
成
６
年
に
施
行
し
た

｢

都
城
市
都
市
景
観
条
例｣

に
基
づ
き
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
17
年
の
景
観
法
の
全
面
施
行
や

市
町
村
合
併
な
ど
の
環
境
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
、
景
観
法
に
基
づ
く

計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
関
連

条
例
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

都
城
の
み
ど
り
豊
か
な
自
然
に
囲

ま
れ
た
大
き
な
キ
ャ
ン
バ
ス
は
、
私

た
ち
み
ん
な
の
作
品
で
す
。
未
来
に
残

し
た
い
風
景
を
守
り
な
が
ら
素
敵
な
景

観
を
描
き
ま
し
ょ
う
。

霧
島
山
と
大
淀
川
に
育
ま
れ
た
田
園
都
市

人
と
風
土
が
つ
な
ぐ
都
城
の
景
観

　

計
画
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
主
役

と
な
り
、都
城
に
住
む
人
の
優
し
い
気

持
ち
や
暮
ら
し
の
営
み
が
景
観
に
あ
ら

わ
れ
、ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
と
豊
か
な

心
を
育
む
、居
心
地
の
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
も
り
、
つ
く
り
、
そ
だ
て
る
景
観

　

計
画
で
は
、
基
本
理
念
の
実
現
の
た

め
、
次
の
３
つ
の
基
本
方
針
を
定
め
て

い
ま
す
。
文
中
の
「
景
」
と
は
、「
み

ど
り
と
景
観
」
を
指
し
ま
す
。

①
霧
島
山
や
河
岸
段
丘
な
ど
の
豊
か
な

　

み
ど
り
に
包
ま
れ
た
「
み
や
こ
ん

　

じ
ょ
」
の
景
を
ま
も
る

　

自
然
景
観
や
ふ
る
さ
と
の
風
景
の
保

全
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

歴
史
、
文
化
を
感
じ
さ

せ
る
景
観
を
地
域
資
源

と
し
て
認
識
し
、「
都

城
ら
し
さ
」
と
し
て
守

り
ま
す
。

②
地
域
資
源
を
活
用
し
た

　
「
み
や
こ
ん
じ
ょ
」
の
景
を
つ
く
る

　

霧
島
山
へ
の
眺
望
を

大
切
に
し
、
ふ
る
さ
と

に
愛
着
と
誇
り
を
持
て

る
景
観
を
つ
く
り
ま
す
。

③
市
民
協
働
に
よ
り
愛
着
と
誇
り
を
持

　

て
る
「
み
や
こ
ん
じ
ょ
」
の
景
を
そ

　

だ
て
る

　

市
民
が
中
心
と
な
っ
た
み
ど
り
と
景

観
に
関
す
る
活
動
の
機
会
と
場
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
活
動
支

援
体
制
を
確
立
し
、
市

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
取
り
組
み
ま

す
。

みどりみどりとと景観景観のまちづくりのまちづくり

景観は住む人、訪れる人が持つまちの印象に大きな影響を与えます。魅力あるま景観は住む人、訪れる人が持つまちの印象に大きな影響を与えます。魅力あるま
ちにするためには、地域にある景観をまちづくりに生かす必要があります。そこで、ちにするためには、地域にある景観をまちづくりに生かす必要があります。そこで、
「都城市みどりと景観のまちづくり計画」（以下「計画」）を策定しました。「都城市みどりと景観のまちづくり計画」（以下「計画」）を策定しました。
今回は、この計画に基づくまちづくりについて紹介します。今回は、この計画に基づくまちづくりについて紹介します。

◎問い合わせ　都市計画課　◎問い合わせ　都市計画課　☎☎ 2323 －－ 27622762

　

景
観
は
、
自
然
や
ま
ち
並
み
な
ど

の
目
に
見
え
る
も
の
だ
け
で
は
な

く
、
に
ぎ
わ
い
や
雰
囲
気
な
ど
の
目

に
見
え
な
い
も
の
も
含
み
ま
す
。

　

ま
ち
に
住
む
人
や
訪
れ
る
人
が
、

見
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
「
ま
ち

そ
の
も
の
の
姿
」
で
す
。

景
観
と
は
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例えば、こんなことがみどりと景観のまちづくりにつながります
① 安全・快適で暮らしやすい生活環境をつくりましょう
　みどりは、空間に潤いや安らぎを与えるだけではな
く、台風などの強い風から建物を守るなどの機能も持
ち、まちの安全性も高めますので、積極的に植栽など
を行いましょう。

②地域の歴史や文化を知り、愛着や誇りを育みましょう
　地域のみどりと景観は、その土地の自然やそこに暮
らす人々がつくり出したものであり、歴史や文化と強
く結びついています。地域の魅力を知り、愛着や誇り
を育んでいきましょう。

景
観
条
例
に
基
づ
く
届
け
出
の
内
容
や

規
模
、
基
準
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
景
観
に
関

す
る
届
け
出
の
対
象
と
な
る
行
為
の
内

容
や
規
模
、
景
観
形
成
基
準
が
変
更
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
景
観
法
に
基
づ
い

て
、
届
け
出
の
期
限
が
行
為
の
15
日
前

か
ら
30
日
前
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
都
市
計
画
課

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、広
報
２
月
号
で
詳
し

く
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
都
城（
無
料
）

　

景
観
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
県
と
の
共
催
で
開
催
し
ま
す
。

　

景
観
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
特
選
作

品
の
展
示
も
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
来

場
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
16
日
㈯

13
時
30
分
〜
16
時
20
分　

開
場
13
時

●
場
所　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン

パ
ス
３
号
館

※ 

先
着
５
０
０
人
に
花
の
種
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

第８回都城市景観図画コンクールの結果
　市では、次代を担う小・中学生に都市景観に関する意識
や関心を高めてもらおうと、毎年景観図画コンクールを開
催しています。今年は 723 点の応募作品の中から、次の４
人が特選受賞者に選ばれました。

中郷中学校２年
永山　悟

さとし

志さん

川東小学校２年
日野　ゆりなさん

大王小学校６年
河野　眞

ま な と

那登さん
沖水中学校１年
萩原　春菜さん

○特選の受賞者

デザインは、装飾や色彩
の鮮やかさを抑え、周辺
と調和したものを選ぶ。

山並みへの眺望を確保す
るために、建物の高さを
抑える。

まとまりのあるまちなみ
にするため、周辺の建物
と高さをそろえる。

地域を象徴する建物や樹
木などの「景観資源」を
発見し、守り、生かす。

植栽や緑化などを行い、
敷地や駐車場などにみど
りを増やす。

屋外に置くごみや資材な
どは、外から見えない場
所にするか、植栽などで
隠す。
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で
活
動
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
？

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
行
政
に
求
め
ら
れ
る
公
平

性
や
企
業
が
持
つ
利
潤
追
求
に
と
ら
わ

れ
ず
に
、地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、

独
自
の
目
的
で
活
動
す
る
団
体
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
中
に
は
、
法
人
格
を
持
つ
特

定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

と
法
人
格
を
持
た
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
や
市
民
活
動
団
体
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
市
内
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
53
団
体

が
あ
り
、
日
々
、
福
祉
や
環
境
、
教
育
、

子
育
て
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課　

☎
23
ー
２
４
３
１

は
じ
め
の
一
歩

　

社
会
貢
献
活
動
は
、「
誰
か
の
役
に

立
ち
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
社
会
貢
献
活
動
と
意
識
を
し
な

く
て
も
、
多
く
の
人
が
自
治
公
民
館
な

ど
で
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
課
題

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

人
々
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
す
る
中
、

機
会
が
あ
れ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
て
み
た
い
人
は
た
く
さ
ん
い
る

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
ど
ん
な
団
体

が
あ
り
、
ど
ん
な
活
動
を
行
っ
て
い
る

の
か
、
知
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
に
つ
い
て

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
設
立
の
申
請
手
続
き
や
、
特
定
非
営

利
活
動
促
進
法
の
内
容
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
て
い
て
、
設
立
に
必
要
な
事

項
を
記
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
も

準
備
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
育
成
・
支
援

を
行
う
都
城
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
福
祉

共
育
お
う
え
ん
セ
ン
タ
ー
を
、
総
合

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
に
開
設
し

て
い
ま
す
。市
民
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、
何
で

も
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

●
主
な
支
援
内
容

● 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開  

　

催
、 

グ
ル
ー
プ
の
育
成

● 

福
祉
教
育
の
推
進

● 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
受
付

● 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
組
織
や
運
営
の
相
談

● 

助
成
金
の
情
報
提
供

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
支
援
す
る

都
城
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
福
祉
共
育
お
う
え
ん
セ
ン
タ
ー

● 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
お
う
え
ん
講
座
の
開
催

● 

市
民
活
動
の
各
種
サ
ポ
ー
ト

●
開
設
時
間　

月
〜
金
曜
日
、
第
３

土
曜
日　

８
時
30
分
〜
17
時

●
設
備
な
ど　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
（
登
録
団
体
無
料
）、
情
報

コ
ー
ナ
ー
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ー

ナ
ー
、
印
刷
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
パ

ソ
コ
ン
な
ど
の
貸
し
出
し

◎
問
い
合
わ
せ　

都
城
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
福
祉
共
育
お
う
え
ん
セ
ン
タ
ー

☎
25
ー
７
３
１
８

※ 

詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

http://w
w
w
.m
-syakyo.or.jp/

Ｎ
Ｐ
Ｏ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
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おもちゃ病院みやこんじょ
代表　益留　幸一さん（大岩田町）

　おもちゃの修理や工作教室などを通じ
て「子どもたちの夢を育てる」「物を大
切にする心や科学する心を育む」目的で
活動しています。
　現在は、イオンモール都城駅前店で毎
月第３土曜日におもちゃ病院を開院し、
高齢者が持っている知識や技術、経験を
活用し、地域のために役立てようと活動
しています。
　不要となったおもちゃは部品として活
用するため、病院で引き取っていますの
で、ご協力ください。

ＮＰＯ法人ライフサポート和っはっは
代表　永吉　真由美さん（山之口町富吉）

　会員それぞれが、医療や福祉などの現
場で積んできた経験を生かして、地域貢
献をしたいと考え設立した法人です。現
在は、子育て中の母親たちに気分転換を
してもらおうと、子育て支援事業 ｢カン
ガルーＭ

マ ム
ＯＭ ｣ を都城島津邸などで実

施しています。
　今後は、法人の目的である ｢食べる、
しゃべる、笑う、歌う、学ぶ｣ をテーマ
とした活動を子どもから高齢者までを対
象に展開していきたいと考えています。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
た
ら
ど
う
な
る
？

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
な
っ
た
場
合
、
法
人

と
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
や
義
務
が

あ
る
一
方
、
団
体
名
で
の
契
約
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
情
報
公
開
に

よ
り
社
会
的
信
用
も
高
ま
り
、
資
金
調

達
の
可
能
性
も
広
が
り
ま
す
。

●
メ
リ
ッ
ト
と
制
約
事
項

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
活
動
す
る
に
は
？

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
定
款
で
条
件
を
限

定
し
て
い
な
い
場
合
は
、
趣
旨
に
賛
同

す
る
人
な
ら
誰
で
も
入
会
し
、
活
動
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
参
加
し
た
い
人
は
、
各
法
人
に
直

接
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

活
動
を
助
成
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
地
域
の
課
題
解
決
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

市
民
活
動
団
体
な
ど
が
、
自
ら
企
画
・

実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、
そ
の
事
業

費
の
一
部
を
「
都
城
市
市
民
公
益
活
動

支
援
事
業
費
補
助
金
」
で
助
成
し
て
い

ま
す
。

　

募
集
時
期
や
対
象
と
な
る
事
業
内
容

な
ど
、
詳
し
く
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

メ
リ
ッ
ト

● 

団
体
名
で
契
約
が
で
き
る

● 

代
表
者
の
交
代
が
円
滑
に
で
き
る

● 

資
金
調
達
の
可
能
性
が
増
え
る

● 

公
共
事
業
に
参
加
し
や
す
く
な
る

● 

社
会
的
信
用
が
高
ま
る

制
約
事
項

● 

活
動
は
、
定
款
に
明
記
さ
れ
た
も　

　
の
に
制
限
さ
れ
る

● 

厳
正
な
事
務
処
理
が
求
め
ら
れ
る

● 

税
の
申
告
義
務
が
あ
る

● 

情
報
開
示
が
求
め
ら
れ
る

市内に事務所のあるNPO法人53団体（地区別）
地区名 法人数 主な分野

姫　城 ６ 国際交流、高齢者支援、子育て、教育、
障がい者支援（２）

小松原 ６ 生涯学習、文化、高齢者支援（２）、
障がい者支援、自殺対策

妻ケ丘 ５ 学生支援、環境、障がい者支援、子育て（２）
祝　吉 ４ スポーツ（２）、障がい者支援、地域活性化

五十市 ４ 高齢者・障がい者支援、医療、高齢者支援、
障がい者支援

横　市 ５ 障がい者支援、まちづくり、歴史・文化、
子育て、地域活性化

沖　水 ２ 子育て、障がい者支援
庄　内 ２ 高齢者・障がい者支援、食・農
中　郷 ５ 子育て、食・農、障がい者支援（２）、環境
山之口 ４ 高齢者支援、環境、地域活性化、健康
高　城 ２ 歴史・文化、スポーツ
山　田 ３ 環境、障がい者支援、まちづくり

高　崎 ５ 高齢者・障がい者支援（３）、
生活困窮者支援、天体・自然学習

ＮＰＯの活動内容や連絡先などについては、コミュニティ課が
発行する市民活動情報誌「友・誘・遊」や市役所ホームページ、
ボランティア福祉共育おうえんセンターでも紹介しています。

地域で活躍する
ＮＰＯの紹介
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女
性
に
対
す
る
暴
力
や
子
ど
も
へ
の

虐
待
は
、
そ
の
対
象
の
性
別
や
加
害

者
、
被
害
者
の
間
柄
に
関
係
な
く
、
決

し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
11
月
は
こ
う
し
た
暴
力
や
虐
待

を
な
く
す
推
進
月
間
で
す
。
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
こ
の
機
会

に
地
域
や
家
族
で
話
し
合
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

◎
子
ど
も
の
虐
待
に
関
す
る
こ
と

　

こ
ど
も
課　
　

☎
23
ー
２
６
８
４

◎
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
関
す
る
こ
と

　

生
活
文
化
課　

☎
23
ー
２
１
２
１

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　

子
ど
も
を
守
る
べ
き
保
護
者
（
養

育
者
）
が
、
子
ど
も
の
身
体
や
心
を

傷
つ
け
る
児
童
虐
待
。
こ
う
し
た
子

ど
も
へ
の
虐
待
は
、
身
体
的
虐
待
や

心
理
的
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児

放
棄
）、
性
的
虐
待
な
ど
が
絡
み
合
っ

て
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

周
り
の
温
か
い
目
が
、
子
ど
も
た

ち
の
命
を
救
い
ま
す
。
身
近
に
い
る

子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め

に
、
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
、

相
談
・
通
告
先
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

都
城
市
の
現
状

　

市
で
は
、子
ど
も
に
関
す
る
相
談
窓

口
や
都
城
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
を
設
置
し
、関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
迅
速
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
、
市
に
寄
せ
ら
れ
た
39

件
の
児
童
家
庭
相
談
の
う
ち
、
虐
待
に

関
す
る
相
談

が
26
件
と
大

半
を
占
め
、

特
に
身
体
的

虐
待
の
相
談

が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま

す
。

な
ぜ
虐
待
が
起
こ
る
の
？

　

虐
待
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑

に
絡
み
合
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
子
ど
も

へ
の
虐
待
は
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
わ

け
で
は
な
く
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
起
こ

り
得
る
こ
と
な
の
で
す
。

●
主
な
虐
待
の
要
因

①
子
育
て
か
ら
く
る
ス
ト
レ
ス

子
ど
も
と
い
る
時
間
が
長
い
、
子

育
て
の
相
談
相
手
や
近
所
に
知
り

合
い
が
い
な
い
な
ど

②
家
庭
内
の
ス
ト
レ
ス

夫
婦
関
係
や
家
族
関
係
が
う
ま
く

い
か
な
い
、
経
済
的
な
不
安
が
あ

る
な
ど

③
養
育
者
の
問
題

子
ど
も
が
な
つ
か
な
い
、
虐
待
さ

れ
て
育
っ
た
経
験
が
あ
る
、
病
気

な
ど

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の

五
カ
条

①
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡

②
し
つ
け
の
つ
も
り
は
言
い
訳

　
（
子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
て
判
断
）

③
一
人
で
考
え
込
ま
な
い

　
（
で
き
る
こ
と
か
ら
実
行
）

④
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

　
（
子
ど
も
の
命
を
最
優
先
）

⑤
虐
待
は
、
あ
な
た
の
周
り
に
も
起
こ

　

り
得
る
（
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
）

な
く
そ
う
！

な
く
そ
う
！  

女
性
女
性
やや
子
ど
も

子
ど
も
へ
の
へ
の

暴
力

◎
相
談
・
通
告
（
連
絡
）
先

こ
ど
も
課　

☎
23
ー
２
６
８
４

　

☎
23
ー
２
１
１
１
（
閉
庁
時
）

山
之
口
総
合
支
所
市
民
生
活
課  

　

☎
57
ー
３
１
１
１

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー　

　

☎
58
ー
６
８
０
０

　

☎
58
ー
２
３
１
１
（
閉
庁
時
）

山
田
総
合
支
所
市
民
生
活
課　

  

　

☎
64
ー
１
１
１
１

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー　
　
　

　

☎
62
ー
４
４
１
１

　

☎
62
ー
１
１
１
１
（
閉
庁
時
）

宮
崎
県
南
部
福
祉
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

【
児
童
相
談
所
】
☎
22
ー
４
２
９
４

あ
な
た
の
連
絡
が

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
り
ま
す

　

児
童
虐
待
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
と

こ
ろ
で
起
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。何
か
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
、
県
の
児
童
相
談
所
や
市
役
所

へ
相
談
・
通
告
（
連
絡
）
し
て
く
だ
さ

い
。
通
告
（
連
絡
）
は
、
子
ど
も
と
保

護
者
に
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
る
大
事

な
一
歩
で
す
。

　

ま
た
、
自
分
の
子
育
て
が
虐
待
か
も

し
れ
な
い
と
不
安
を
感
じ
た
ら
、
相
談

し
て
み
ま
し
ょ
う
。き
っ

と
、
一
緒
に
解
決
策
を

見
い
だ
し
て
く
れ
ま
す
。
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11
月
12
日
〜
25
日
は

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
／
Ｄ
Ｖ
）

は
、
夫
婦
や
恋
人
関
係
に
あ
る
親
し

い
関
係
の
中
で
の
暴
力
の
こ
と
で
す
。

男
性
が
女
性
か
ら
受
け
る
暴
力
も
あ

り
ま
す
が
、
女
性
が
男
性
か
ら
受
け

る
暴
力
が
圧
倒
的
に
多
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

最
近
は
、
大
人
だ
け
で
は
な
く
若

い
世
代
で
も
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
呼
ば
れ

る
恋
人
間
の
暴
力
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
暴
力
を
な
く
す
た
め
、
毎

年
11
月
12
日
か
ら
25
日
は
「
女
性
に
対

す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
の
期
間

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

他
人
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
た
め

に
は
、
一
人
一
人
が
か
け
が
え
の
な
い

大
切
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し

て
、
相
手
も
自
分
も
大
切
に
す
る
気
持

ち
を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、「
あ
な
た
が
大
切
な

存
在
で
あ
る
こ
と
」
を
家
庭
で
話
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

都
城
市
の
現
状

　

平
成
24
年
度
に
、
市
の
女
性
総
合
相

談
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
９
８
０

件
。
そ
の
う
ち
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
か
ら
の

相
談
は
１
７
８
件
で
、
全
体
の
約
５
分

の
１
に
当
た
り
ま
す
。

　

相
談
内
容
で
は
、
夫
婦
や
恋
人
関
係

な
ど
の
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
問
題
が
最
も

多
い
３
５
６
件
で
、
そ
の
う
ち
、
Ｄ
Ｖ

に
関
す
る
も
の
は
74
件
で
し
た
。ま
た
、

性
的
被
害
や
、職
場
で
の
セ
ク
シ
ャ
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談
も
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
を

都
城
市
女
性
総
合
相
談

　

女
性
総
合
相
談
で
は
女
性
の
悩
み

や
苦
し
み
が
生
じ
る
問
題
（
Ｄ
Ｖ
、
人

間
関
係
な
ど
）
の
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
消
費
生
活
相
談
（
借

金
や
悪
質
商
法
な
ど
）
と
交
通
事
故
相

談
も
併
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
い
ろ
い

ろ
な
問
題
に
つ
い
て
幅
広
く
相
談
す

●
都
城
市
女
性
総
合
相
談

【
女
性
相
談
員
に
よ
る
相
談
】

平
日
の
10
時
〜
16
時

【
女
性
臨
床
心
理
士
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
相
談
（
要
予
約
）】

　

日
時　

11
月
19
日
㈫

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

【
女
性
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

（
要
予
約
）】

　

日
時　

11
月
26
日
㈫

　
　
　
　

13
時
〜
16
時

◎
相
談
専
用
電
話　

☎
23
ー
７
１
５
７

●
女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
く
す
の
き

　

毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時

　

☎
36
ー
０
７
４
０

　

暴
力
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が

あ
り
、
単
独
で
起
こ
る
暴
力
も
あ

り
ま
す
が
、
多
く
は
そ
れ
ら
が
複

雑
に
絡
み
合
っ
て
、
被
害
者
の
身

体
と
心
を
傷
つ
け
て
い
ま
す
。

①
身
体
的
暴
力

殴
っ
た
り
蹴
っ
た
り
す
る
な

ど
、
直
接
的
に
力
を
ふ
る
う
こ

と
②
精
神
的
暴
力

心
な
い
言
動
な
ど
で
、
相
手
の

心
を
傷
つ
け
る
こ
と

③
性
的
暴
力

性
的
行
為
を
強
要
す
る
、
中
絶

を
強
要
す
る
、
避
妊
に
協
力
し

な
い
と
い
っ
た
こ
と

④
経
済
的
暴
力

　

夫
婦
間
で
生
活
費
を
渡
さ
な
い

な
ど
の
行
為

暴
力
の
種
類

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

悩
み
は
一
人
で
抱
え
込
ん
で
い
て
も

解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
さ
さ
い
な
事
で
も
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。
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市
民
の
皆
さ
ん
の
納
税
に
対
す
る
不
公

平
感
を
な
く
す
た
め
に
は
、
悪
質
な
滞

納
を
許
さ
ず
に
、
税
の
確
実
な
徴
収
を

行
う
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
そ
の

た
め
、市
で
は
差
し
押
さ
え
を
強
化
し
、

徴
収
率
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

納
税
課　
　
　

☎
23
ー
２
１
２
６

　

保
険
年
金
課　

☎
23
ー
７
１
４
４

都
城
市
の
滞
納
額（
市
税
・
国
保
税
）

　

本
市
の
平
成
24
年
度
分
ま
で
の
市

税
（
市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
法
人

市
民
税
、
軽
自
動
車
税
）
の
滞
納
額
は

11
億
２
、４
４
６
万
円
、
国
民
健
康
保

険
税
の
滞
納
額
は
16
億
４
、８
７
９
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

期
限
内
納
付
と
自
主
納
付

　

税
は
期
限
内
納
付
が
原
則
で
す
。「
重

い
病
気
」「
災
害
」「
失
業
」
な
ど
、
や

む
を
得
な
い
理
由
で
期
限
内
に
納
付
が

で
き
な
い
場
合
は
、
市
役
所
で
必
ず
納

税
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、税
は
自
主
納
付
が
原
則
で
す
。

た
だ
し
、
住
民
税
は
、
雇
用
主
が
給
与
か

ら
天
引
き
を
す
る
特
別
徴
収
と
、
自
主
納

付
す
る
２
通
り
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
「
会
社
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
」

と
思
い
違
い
を
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

特
に
転
職
な
ど
を
し
た
人
は
、
自
分
の

納
付
方
法
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

差
し
押
さ
え
強
化
中

　

本
市
で
は
差
し
押
さ
え
を
強
化
し
て

い
ま
す
。
納
期
が
過
ぎ
て
も
「
納
付
」

や
「
相
談
」
が
無
い
場
合
、
ま
た
は
約

束
を
守
ら
な
い
滞
納
者
に
は
、
毅
然
と

差
し
押
さ
え
（
滞
納
処
分
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

図
表
１
の
通
り
、差
し
押
さ
え
件
数
、

税
充
当
額
は
年
々
増
加
傾
向
で
す
。
滞

納
者
は
後
を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
り
、

更
な
る
滞
納
処
分
の
強
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

悪
質
滞
納
者
に
は
、
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
！※滞納をすると、車をタイヤロック※滞納をすると、車をタイヤロック

　し差し押さえることがあります。　し差し押さえることがあります。
　それでも、納付などが無い場合は　それでも、納付などが無い場合は
　強制的に搬送し公売します　強制的に搬送し公売します

図表1

悪
質
悪
質
なな
滞
納
滞
納
はは

　
　

許
し
ま
せ
ん

　
　

許
し
ま
せ
ん
!!!!
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納
税
通
知
書　

※
１

　

納
税
通
知
書
と
は
、
１
年
間
の
税
額

を
税
目
ご
と
に
通
知
す
る
も
の
で
す
。

納
税
通
知
書
が
届
い
た
ら
、
内
容
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
内
納
付
が
難

し
い
人
は
、
こ
の
通
知
書
が
届
い
た
ら

す
ぐ
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
状　

※
２

　

督
促
状
は
納
付
期
限
を
過
ぎ
て
も
納

付
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
納
付
期
限
か

ら
20
日
以
内
に
送
付
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
と
き
は
、
督
促
手
数
料
１
０
０
円

が
加
算
さ
れ
ま
す
。
こ
の
督
促
状
が
届

い
て
10
日
を
経
過
し
て
も
納
付
が
無
い

場
合
は
、
翌
日
か
ら
財
産
調
査
、
差
し

押
さ
え
を
開
始
し
ま
す
。

延
滞
金
は
14
・
６
㌫

　

税
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
な
か
っ

た
場
合
は
、
本
税
の
ほ
か
に
延
滞
金
が

加
算
さ
れ
ま
す
。
納
付
期
限
ま
で
に
納

め
た
人
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
延

滞
金
も
必
ず
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
現
在
、
延
滞
金
は
滞
納
税
額
に
対

し
て
年
14
・
６
㌫
の
割
合
で
加
算
さ
れ

ま
す
。（
加
算
割
合
は
、
平
成
26
年
１

月
１
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
）

催
告　

※
３

　

督
促
状
発
送
後
、
納
付
の
な
い
人
に

は
納
税
催
告
書
、
差
押
予
告
書
な
ど
の

文
書
に
よ
る
催
告
、
納
税
お
知
ら
せ
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
電
話
に
よ
る
催
告
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

や
む
を
得
ず
納
付
が
で
き
な
い
場
合

は
必
ず
来
庁
し
、
相
談
を
し
て
く
だ
さ

い
。

財
産
の
差
し
押
さ
え　

※
４

　

督
促
や
催
告
に
も
応
じ
な
い
滞
納
者

に
は
財
産
を
調
査
し
、
差
し
押
さ
え
を

行
い
ま
す
。

　

差
し
押
さ
え
は
、滞
納
者
の
財
産
を
、

滞
納
者
の
意
志
に
関
わ
り
な
く
換
価
可

能
な
状
態
に
す
る
強
制
処
分
で
す
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
、
滞
納
者
宅
の
捜

索
や
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

換か
ん
か価

・
充
当　

※
５

　

換
価
と
は
差
し
押
さ
え
を
し
た
財
産

な
ど
を
公
売
、
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
売
し
、
強
制
的
に
金
銭
に
換
え
る

手
続
き
の
こ
と
で
す
。
充
当
と
は
、
換

価
し
た
代
金
を
市
税
な
ど
に
充
て
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。

納
付
忘
れ
を
防
げ
る「
口
座
振
替
」

　

現
在
、
納
税
に
便
利
な
口
座
振
替
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
金
融
機
関
の
窓
口
に
都
城
市

市
税
等
口
座
振
替
依
頼
書
・
自
動
払
込

利
用
申
込
書
を
置
い
て
あ
り
ま
す
の

で
、預
貯
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
に
、

納
税
通
知
書
ま
た
は
領
収
書
、
預
貯
金

通
帳
、
届
出
印
を
持
参
し
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
の
翌
月
（
ま
た
は
翌
々
月
）

か
ら
の
振
替
開
始
と
な
り
ま
す
。

さまざまな催告書

インターネット公売

夜
間
納
税
相
談
窓
口

　

毎
月
第
３
木
曜
日
は
、
夜
８
時
ま
で

市
役
所
本
庁
納
税
課
お
よ
び
保
険
年
金

課
で
納
税
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
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国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
制
度
は
、
加

入
者
の
皆
さ
ん
が
お
金
を
出
し
合
っ

て
、
病
気
や
け
が
を
し
た
人
の
医
療
費

に
充
て
る
、
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
の
未
納

が
増
え
る
と
国
保
の
健
全
な
運
営
に
支

障
を
来
た
し
、
税
率
の
上
昇
の
要
因
の

一
つ
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
税
義
務
者
は
世
帯
主
で
す

　

国
保
税
を
納
め
る
人
は
、各
世
帯
の

世
帯
主
で
す
。世
帯
主
が
国
保
加
入
者

で
な
い
場
合（
職
場
の
社
会
保
険
や
共

済
組
合
加
入
者
な
ど
）で
も
、同
じ
世
帯

に
国
保
加
入
者
が
い
る
と
き
は
、
そ
の

世
帯
主
に
国
保
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

国
保
税
が
未
納
に
な
っ
た
ら

　

国
保
税
が
未
納
に
な
る
と
、
納
期
限

を
過
ぎ
て
か
ら
20
日
以
内
に
督
促
状
を

発
送
し
ま
す
。
そ
の
後
も
納
付
さ
れ
な

い
場
合
は
催
告
状
を
発
送
し
、
未
納
期

間
に
よ
っ
て
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
で
も
納
付
さ
れ
な
い
場
合
に

は
、
財
産
な
ど
の
差
し
押
さ
え
（
滞
納

処
分
）
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
保
税
を
納
め
る
の
が
困
難
な
と
き
は

　

病
気
や
失
業
な
ど
で
生
活
が
苦
し
く

な
り
、
通
知
さ
れ
た
国
保
税
を
期
限
内

に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

市
が
事
情
に
応
じ
て
分
割
し
て
納
め
る

な
ど
の
解
決
方
法
を
一
緒
に
考
え
ま

す
。
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
早
め
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
毎
月
第
３
木
曜
日
は
、
相
談

窓
口
を
午
後
８
時
ま
で
延
長
し
て
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

国
保
税
の
未
納
が
続
い
た
場
合
は

　

前
の
年
度
以
前
に
国
保
税
の
未
納
が

あ
る
場
合
に
は
、
通
常
の
被
保
険
者
証

の
交
付
が
で
き
な
く
な
り
、
短
期
被
保

険
者
証
ま
た
は
被
保
険
者
資
格
証
明
書

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
短
期
被
保
険
者
証
と
は
？

　

通
常
の
国
保
被
保
険
者
証
よ
り
有
効

期
限
が
短
い
被
保
険
者
証
で
、
前
の
年

度
以
前
に
国
保
税
の
未
納
が
あ
る
場
合

に
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
被
保
険
者
資
格
証
明
書
と
は
？

　

納
め
ら
れ
な
い
事
情
が
あ
っ
て
納
付

方
法
な
ど
の
相
談
を
し
、
分
割
納
付
に

つ
い
て
の
誓
約
書
を
提
出
し
た
場
合
を

除
き
、
国
保
税
の
未
納
期
間
が
１
年
以

上
続
い
た
場
合
に
交
付
さ
れ
る
証
明
書

で
、
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
を

証
明
し
ま
す
。

　

こ
の
資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
る

と
、
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
る
場
合

に
は
、
診
療
費
用
の
全
額
を
い
っ
た
ん

自
己
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

健
康
保
険
は
自
動
的
に
は

切
り
替
わ
り
ま
せ
ん

　

職
場
の
社
会
保
険
や
共
済
組
合
な
ど

を
や
め
て
国
保
に
加
入
す
る
場
合
は
、

自
動
的
に
切
り
替
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
に

も
、
職
場
の
社
会
保
険
や
共
済
組
合
な

ど
の
加
入
資
格
が
な
く
な
っ
た
日
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
国
保
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
り
、
国
保
税
も
そ
の
日
を
基
準
に
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
く
他
の
健
康
保
険
に
加

入
し
た
場
合
も
、
脱
退
の
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
届
け
出
が
遅
れ
た
場

合
、
国
保
税
を
課
税
さ
れ
た
ま
ま
に
な

り
ま
す
。

　

健
康
保
険
は
、
職
場
の
社
会
保
険
や

共
済
組
合
な
ど
が
優
先
と
な
り
、
そ
の

ま
ま
資
格
の
無
い
国
保
の
被
保
険
者
証

を
使
用
し
た
場
合
は
、
後
日
診
療
費
用

を
請
求
さ
れ
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

国
保
の
加
入
・
脱
退
の
届
け
出

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
と
き
は
、
必

ず
14
日
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

加
入
す
る
と
き

　
● 

他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た

　
　

と
き

　
● 

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め
た

　
　

と
き

　
● 

健
康
保
険
や
共
済
組
合
加
入
者
な

　
　

ど
の
被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た
と

　
　

き

　
● 

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

　
● 

生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と

　
　

き

脱
退
す
る
と
き

　
● 

他
の
市
町
村
に
転
出
す
る
と
き

　
● 

職
場
の
社
会
保
険
や
共
済
組
合
な

　
　

ど
に
加
入
し
た
と
き

　
● 

社
会
保
険
や
共
済
組
合
加
入
者
な

　
　

ど
の
被
扶
養
者
に
な
っ
た
と
き

　
● 

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き

　
● 

生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

　
　

た
と
き

◎
問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課

（
国
保
加
入
・
国
保
税
に
つ
い
て
）

　

国
保
担
当　

☎
23
―
２
６
４
２

（
国
保
税
の
納
付
に
つ
い
て
）

　

収
納
担
当　

☎
23
―
７
１
４
４
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ほ
と
ん
ど
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
ご
み
処
理
を
し
て

い
る
一
方
で
、
屋
外
焼
却
や
不
法
投
棄

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
違
法
な
ご
み
処

理
は
、
周
囲
の
人
に
迷
惑
を
掛
け
る
ば

か
り
で
な
く
、
環
境
に
悪
影
響
を
与
え

ま
す
。
一
人
一
人
が
、
適
正
な
ご
み
処

理
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
、
ル
ー
ル
を

守
る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

不
法
投
棄
・
屋
外
焼
却
の
情
報

　

環
境
政
策
課　

☎
23
ー
２
１
３
０

　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理

　

農
産
園
芸
課　

☎
23
ー
２
４
２
５

迷
惑
な
屋
外
焼
却

●
増
え
続
け
る
屋
外
焼
却

　

屋
外
焼
却
は
法
律
に
よ
り
禁
止
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
近
、「
雑

草
を
燃
や
す
」「
ご
み
を
燃
や
す
」
と

い
っ
た
行
為
に
よ
り
、「
洗
濯
物
に
臭

い
が
つ
く
」「
煙
で
せ
き
が
止
ま
ら
な

い
」
な
ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い

て
、
住
民
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

営
農
の
た
め
の
あ
ぜ
焼
き
や
野
焼
き

な
ど
を
除
き
、
屋
外
で
の
焼
却
は
や
め

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ご
み
は
燃
や
せ
る

ご
み
や
燃
や
せ
な
い
ご
み
、
資
源
ご
み

に
分
別
し
て
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

し
ま
し
ょ
う
。

●
屋
外
焼
却
を
発
見
し
た
と
き
は

　

住
み
よ
い
環
境
を
守
る
た
め
に
は
、

市
の
監
視
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
屋

外
焼
却
を
発
見
し
た
場
合
は
、
環
境
政

策
課
ま
た
は
、
各
総
合
支
所
市
民
生
活

課
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

不
法
投
棄
は
絶
対
『
だ
め
！
』

●
環
境
を
壊
す
不
法
投
棄

　

山
林
や
河
川
、
道
路
、
公
園
に
家
電

製
品
な
ど
の
粗
大
ご
み
や
家
庭
ご
み
、

事
業
系
ご
み
を
不
法
投
棄
す
る
行
為
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

不
法
投
棄
は
、
新
た
な
ご
み
を
呼
ん

で
景
観
を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、
悪
臭

や
川
の
水
を
汚
染
し
、
動
植
物
の
生
態

に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
不
法
投
棄
は
絶
対
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

●
不
法
投
棄
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り

　

不
法
投
棄
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、
土

地
や
建
物
の
管
理
を
適
切
に
行
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
特
に
草
が
繁
茂
し
て
い

る
な
ど
管
理
が
不
十
分
で
あ
る
と
、
不

法
投
棄
を
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

外
部
か
ら
簡
単
に
ご
み
が
持
ち
込
ま

れ
な
い
よ
う
に
、
柵
や
フ
ェ
ン
ス
を
設

置
し
、
定
期
的
に
除
草
を
行
い
、
ご
み

を
捨
て
に
く
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

健
康
被
害
が
心
配
さ
れ
る
微
小
粒
子

状
物
質
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
。
そ
の
特
徴
と

情
報
の
入
手
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

Ｐ
Ｍ
２
・
５
と
は

　

Ｐ
Ｍ
２
・
５
と
は
、
大
気
中
に
浮
遊

す
る
粒
子
の
う
ち
、
大
き
さ
が
２
・
５

マ
イ
ク
ロ
㍍（
髪
の
毛
の
太
さ
の
30
分

の
１
）以
下
の
非
常
に
小
さ
な
粒
子
の

こ
と
で
す
。
ボ
イ
ラ
ー
や
自
動
車
の

排
気
ガ
ス
が
主
な
発
生
源
と
考
え
ら

れ
て
い
て
、
呼
吸
・
循
環
器
系
な
ど

へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

注
意
喚
起
に
つ
い
て

　

県
は
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
１
日
平
均
値

が
70
マ
イ
ク
ロ
㌘
／
立
方
㍍
を
超
え

る
と
予
測
さ
れ
る
場
合
に
注
意
喚
起

を
行
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、
市
町
村

や
報
道
機
関
か
ら
、
不
要
な
外
出
や

屋
外
で
の
長
時
間
の
激
し
い
運
動
を

で
き
る
だ
け
減
ら
す
よ
う
呼
び
掛
け

が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
注
意
喚
起

は
宮
崎
県
防
災
・
防
犯
情
報
メ
ー
ル

で
も
発
信
さ
れ
ま
す
。
呼
吸
・
循
環

器
系
の
疾
患
が
あ
る
人
や
子
ど
も
、

高
齢
者
は
特
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

※
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
情
報
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
宮
崎
県
の
大
気
環
境
の

状
況
」「
み
や
ざ
き
の
空
」で
公
開
中

微
小
粒
子
状
物
質

Ｐ
Ｍ
２
・
５

屋外焼却屋外焼却・・不法投棄不法投棄はは犯罪犯罪です！です！
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本
市
は
、
最
初
の
弥
生
時
代
集
落
跡

の
発
掘
調
査
と
な
っ
た
「
年
見
川
遺

跡
」
の
調
査
か
ら
数
え
て
来
年
50
年

を
迎
え
ま
す
。

今
回
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
に
対
す
る

理
解
と
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と

企
画
展
と
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
の
歴
史
を
振

り
返
り
な
が
ら
、そ
の
成
果
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
都
城
の
弥
生

時
代
の
様
子
な
ど
を
分
か
り
や
す
く

紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

文
化
財
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23
ー
９
５
４
７

謎
が
残
る
弥
生
時
代

　

弥
生
時
代
は
、
日
本
に
稲
作
が
伝

わ
り
、
鉄
器
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
時
代
で
す
。
こ
の
時
期
は
、
水
田

稲
作
な
ど
の
農
耕
が
始
ま
る
な
ど
、

社
会
的
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
時

代
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の

場
所
で
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
た
く

さ
ん
の
遺
構
や
遺
物
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
つ
く

ら
れ
た
理
由
や
目
的
な
ど
、
い
ま
だ

に
多
く
の
謎
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
見
川
遺
跡

　

年
見
川
遺
跡
は
、
都
城
盆
地
東
部
の

年
見
川
沿
い
の
両
岸
（
現
在
の
年
見
町

と
妻
ケ
丘
町
の
一
部
）
で
発
見
さ
れ
た

遺
跡
で
す
。
昭
和
39
年
、
宮
崎
県
教
育

委
員
会
は
、
遺
跡
の
記
録
と
保
存
の
観

点
か
ら
、
九
州
大
学
と
共
同
で
こ
の
遺

跡
の
発
掘
調
査
を
企
画
。
市
内
の
高
校

や
自
衛
隊
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
本
市

で
初
め
て
正
式
な
弥
生
時
代
遺
跡
の
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
に
よ
り
、
竪
穴
住
居
跡
２

軒
、
周
溝
状
遺
構
１
基
が
発
掘
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、弥
生
式
土
器
や
石
包
丁
、

鉄
器
も
出
土
し
ま
し
た
。

企
画
展
「
弥
生
の
く
ら
し
」

●
期
間　

12
月
20
日
㈮
〜

　
　
　
　

平
成
26
年
１
月
31
日
㈮

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

市
内
の
弥
生
時
代
の
集
落
跡

か
ら
発
掘
さ
れ
た
貴
重
な
土
器
や
石

器
、
鉄
器
な
ど
生
活
に
使
わ
れ
た
実
物

を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
実
際
の
遺
跡

の
発
掘
調
査
の
様
子
を
説
明
し
た
写
真

パ
ネ
ル
も
展
示
し
ま
す 

講
演
会
「
都
城
の
弥
生
文
化
」

●
日
時　

平
成
26
年
１
月
12
日
㈰

　
　
　
　

12
時
50
分
〜
16
時
30
分

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

九
州
の
弥
生
文
化
研
究
の
第

一
人
者
で
あ
る
小
田
富
士
雄
福
岡
大
学

名
誉
教
授
に
よ
る
講
演
「
稲
作
の
始
ま

り
や
鉄
器
文
化
の
広
が
り
、
土
器
文
化

の
交
流
な
ど
に
つ
い
て
」
ほ
か

昭和 39 年当時の発掘作業の様子

　市内には、数多くの遺跡が残されています。これらの遺跡は、埋蔵
文化財と呼ばれる国民共有の財産であり、文化財保護法でその保護が
定められています。このため、土地の改変を伴う開発行為や土木工事
を行うときは、文化財保護法に基づいて、次のような協議・手続きが
必要です。
①遺跡の照会
　開発や土木工事を計画したときには、その場所に遺跡があるかどう
かの確認をお願いします。遺跡の範囲を記した地図は、文化財課（市
全域）や各総合支所教育課（地区内）で地図を閲覧できます。
②試掘・確認調査
　開発予定地が遺跡の範囲内にあった場合、どれくらいの深さに、ど
のような文化財がどのくらい残っているかを調べるために、試掘調査
を行います。　※試掘費用は、都城市教育委員会が負担します
③土木工事の届け出
　遺跡の範囲内で開発や土木工事を行う場合は、文化財保護法に基づ
く書類の提出が必要になります。この書類は、市教育委員会を経由し
て県教育委員会へ提出します。
※ 各種照会・届出書類は、文化財課（菖蒲原町　☎ 23－9547）で配
布します。また、市のホームページからも取得できます

文化財保護法に基づく土木工事などの手続き文化財保護法に基づく土木工事などの手続き

謎
多
き
弥
生
の
ム
ラ
を

い
ま
解
き
明
か
す
！
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市
民
の
皆
さ
ん
が
、
都
城
の
歴
史
と
文

化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
、
ふ
る
さ
と
を
誇
り
に
思
え
る
イ
ベ

ン
ト
を
つ
く
ろ
う
と
始
ま
っ
た
島
津

発
祥
ま
つ
り
。

明
道
館
パ
レ
ー
ド
や
島
津
家
史
跡
め

ぐ
り
を
は
じ
め
、
今
年
も
市
内
各
所
で

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

島
津
発
祥
ま
つ
り

　

実
行
委
員
会　

☎
51
ー
５
５
０
１

島
津
剣
道
大
会

●
日
時　

11
月
16
日
㈯　

９
時
〜

●
場
所　

都
城
島
津
邸

※
雨
天
時
は
、都
城
市
武
道
館（
妻
ケ

丘
町
）

●
内
容　

小
学
生
剣
士
に
よ
る
剣
道
大
会

神か
ん
め舞

●
日
時　

11
月
16
日
㈯　

17
時
〜

●
場
所　

島
津
稲
荷
神
社
（
郡
元
町
）

●
内
容　

島
津
発
祥
ま
つ
り
の
出
陣
式

神
事
と
都
城
に
唯
一
伝
わ
る
神
楽
舞

「
神
舞
」
の
奉
納

島
津
家い

え
ひ
さ久

公

奉
納
神み
こ
し輿
展
示

●
期
間　

11
月
16
日
㈯
〜
24
日
㈰

●
場
所　

東つ
ま

霧
島
神
社
（
高
崎
町
）

●
内
容　

島
津
本
家
第
19
代
家
久
公
が

奉
納
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
神
輿
の
特
別

展
示

島
津
荘
園

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

●
日
時　

11
月
23
日
㈯　

11
時
〜
17
時

●
場
所　

神
柱
公
園　

●
内
容　

歴
史
通
貨
「
西
郷
札
」
で
の

飲
食
や
買
い
物
を
楽
し
め
る
「
島
津
荘

園
」、
和
太
鼓
演
奏
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
な
ど

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ

グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト

　

都
城
市
、
三
股
町
、
曽
於
市
、
志
布

　

都
城
市
、
三
股
町
、
曽
於
市
、
志
布

志
市
の
３
市
１
町
で
進
め
て
い
る
定
住

志
市
の
３
市
１
町
で
進
め
て
い
る
定
住

自
立
圏
構
想
の
取
り
組
み
と
し
て
、
地

自
立
圏
構
想
の
取
り
組
み
と
し
て
、
地

元
食
材
を
活
用
し
た
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス

元
食
材
を
活
用
し
た
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催
し
ま
す
。

ト
を
開
催
し
ま
す
。

●●
日
時
日
時　　

1111
月月
2323
日
㈯　
日
㈯　

1111
時
〜
時
〜
1717
時時

●●
場
所
場
所　

神
柱
公
園
多
目
的
広
場

　

神
柱
公
園
多
目
的
広
場

●●
内
容
内
容　

３
市
１
町
か
ら
１
団
体
ず
つ

　

３
市
１
町
か
ら
１
団
体
ず
つ

が
出
店
。
１
食
当
た
り
２
５
０
円
（
投

が
出
店
。
１
食
当
た
り
２
５
０
円
（
投

票
券
付
き
専
用
食
券
）
で
販
売
し
、
投

票
券
付
き
専
用
食
券
）
で
販
売
し
、
投

票
に
よ
り
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
定
し
ま
す

票
に
よ
り
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
定
し
ま
す

●●
問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ　

都
城
広
域
定
住
自
立

　

都
城
広
域
定
住
自
立

圏
構
想
協
議
会
事
務
局（
経
営
戦
略
課
）

☎
23
ー
２
１
１
５

明
道
館
パ
レ
ー
ド

●
日
時

11
月
23
日
㈯　

14
時
〜

●
コ
ー
ス　

都
城
島
津
邸
↓
神
柱
公
園

●
内
容　

戊ぼ
し
ん辰

戦
争
で
活
躍
し
た
「
私

領
一
番
隊
」
や
、
歴
代
の
都
城
島
津
家

当
主
に
ふ
ん
し
た
騎
馬
武
者
ら
に
よ
る

歴
史
絵
巻
さ
な
が
ら
の
パ
レ
ー
ド

※
パ
レ
ー
ド
の
コ
ー
ス
が
変
わ
り
ま
す

※
パ
レ
ー
ド
の
コ
ー
ス
が
変
わ
り
ま
す

島
津
家
史
跡
め
ぐ
り

島
津
家
史
跡
め
ぐ
り

　

都
城
島
津
家
の
奥
深
い
歴
史
を
、
都

　

都
城
島
津
家
の
奥
深
い
歴
史
を
、
都

城
歴
史
観
光
ガ
イ
ド
が
楽
し
く
、
分
か

城
歴
史
観
光
ガ
イ
ド
が
楽
し
く
、
分
か

り
や
す
く
案
内
し
ま
す
。

り
や
す
く
案
内
し
ま
す
。

●●
日
時
日
時　　

1111
月月
2424
日
㈰　

９
時
〜

日
㈰　

９
時
〜
1616
時時

●●
集
合
場
所

集
合
場
所

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●●
コ
ー
ス

コ
ー
ス　

島
津
発
祥
の
碑（
祝
吉
町
）

　

島
津
発
祥
の
碑（
祝
吉
町
）

↓
都
城
島
津
邸
↓
自
衛
隊
郷
土
館
↓
釣

↓
都
城
島
津
邸
↓
自
衛
隊
郷
土
館
↓
釣

こ
う
院
跡
（
庄
内
町
）

こ
う
院
跡
（
庄
内
町
）

●●
定
員
定
員　　

3030
人　

※
申
し
込
み
順

人　

※
申
し
込
み
順

●●
参
加
料

参
加
料　

１
、０
０
０
円

　

１
、０
０
０
円

●●
申
し
込
み

申
し
込
み　

都
城
島
津
邸

　

都
城
島
津
邸

　
　
　
　
　
　

☎

　
　
　
　
　
　

☎
2323
ーー
２
１
１
６

２
１
１
６

城
山
の
お
宝
探
し

城
山
の
お
宝
探
し

●●
日
時
日
時　　

1111
月月
2424
日
㈰
日
㈰

　
　
　
　

　
　
　
　

1111
時
〜
（

時
〜
（
1010
時
受
付
）

時
受
付
）

●●
対
象
（
定
員
）

対
象
（
定
員
）　

幼
児
（

　

幼
児
（
5050
人
）
人
）

　

小
学
生
１
〜
３
年
生
（

　

小
学
生
１
〜
３
年
生
（
5050
人
）
人
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

●●
集
合
場
所

集
合
場
所

　

都
城
歴
史
資
料
館
前
広
場

　

都
城
歴
史
資
料
館
前
広
場

●●
申
し
込
み

申
し
込
み　　

　

島
津
発
祥
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

島
津
発
祥
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

☎

　

☎
5151
ーー
５
５
０
１

５
５
０
１

11
月
16
日
㈯
▼
24
日
㈰
開
催

11
月
11
日
㈯
▼

日

2
日
㈰
開
催

島
津
発
祥
ま
つ
り
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 保育所（園）の入所申し込みについて 保育所（園）の入所申し込みについて
◆受付期間

◆申込書交付 ･
　受付場所

◆入所の決定

◆本庁管内の保育所　（定員は平成 25 年度の数です）  

◆総合支所管内の保育所

※公…公立保育所　私…法人立保育園

12 月 3 日㈫～ 20日㈮　※ 12 月 3 日以前の受け付けはできません
この期間以降も、随時受け付けますが、期間内に申し込んだ人を優先します。
入所を希望する保育所（園）、保育課、各総合支所市民生活課
（各地区市民センターでの受け付けはできません）
※保育所への入所理由が保護者などの「求職活動」による場合は、保育課または各　
総合支所市民生活課の窓口へ申請してください
入所の決定は、保育に欠ける要件の内容やその緊急性、通園手段、申し込みの順番な
どを総合的に判断して決定します。定員を超えた場合は、入所できないこともあります。

平成26年度

地区 公私 保育所名 定員 所在地 電話番号 地区 公私 保育所名 定員 所在地 電話番号

姫
城

私 相愛ひめぎ保育園 60 姫城町 22－2295

五
十
市

公 たかお保育所 60 南鷹尾町 22－0394
私 天竜保育園 130 早鈴町 23－1301 私 今町保育園 45 今町 39－2102
私 下長飯保育園 120 下長飯町 39－1040 私 五十市保育園 90 久保原町 22－2110
私 ● あゆみベビーホーム 60 甲斐元町 23－5246 私 都島保育園 120 鷹尾一丁目 23－5622
私 相愛保育園 90 早鈴町 25－1879 私 ● すずらん保育園 60 南鷹尾町 24－3596
私 早鈴保育園 60 早鈴町 24－3699 私 さつき保育園 60 都島町 23－5250
私 チャイルドセンターポピー園 130 早鈴町 25－9478 横

市
私 ● もちお保育園 90 南横市町 22－5421

小
松
原

公 大王保育所 45 平江町 22－2167 私 都原保育園 120 都原町 22－4323
私 アソカ保育園 120 小松原町 24－0450

沖
水

公 金田保育所 40 金田町 38－1325
私 志比田保育園 120 志比田町 23－2803 私 高木保育園 70 高木町 38－1310
私 ひばり保育園 90 大王町 23－0038 私 都北保育園 200 都北町 38－1877
私 宮丸保育園 70 宮丸町 27－1541 私 ● 吉尾保育園 90 吉尾町 38－3027
私 ぽっぽ保育所 60 前田町 24－7887 私 山野原保育園 90 太郎坊町 38－3700
私 ● かたひら保育園 60 志比田町 24－7745

志
和
池

公 志和池保育・児童館 30 上水流町 36－0516

妻
ケ
丘

私 あやめ原保育所 50 菖蒲原町 22－2372 私 まるの保育園 50 野々美谷町 36－0891
私 ● 上長飯保育園 90 上長飯町 22－4843 私 下水流保育園 50 下水流町 36－0535
私 一万城保育園 150 一万城町 23－2802 私 こばと保育園 30 丸谷町 36－1091
私 たんぽぽ保育園 90 一万城町 23－3313 庄

内
・
西
岳

私 ルンビニ保育園 60 庄内町 37－0569

祝
吉

公 郡元保育所 50 郡元町 22－1578 私 乙房保育園 80 乙房町 37－1212
私 いなり保育園 110 郡元四丁目 22－5974 私 菓子野保育園 60 菓子野町 37－1766
私 早水保育園 90 早水町 24－1826 私 わかば保育園 30 高野町 33－1810
私 並木保育園 70 上川東四丁目 24－1580

中
郷

公 中郷保育所 40 安久町 39－0529
私 川東保育園 60 下川東二丁目 22－2210 私 梅北保育園 60 梅北町 39－2869

※あやめ原保育所は平成 26 年 4月 1日より民営化する予定です 私 安久保育園 45 安久町 39－0218

地区 公私 保育所名 定員 所在地 電話番号 地区 公私 保育所名 定員 所在地 電話番号

山
之
口
町

公 山之口中央保育所 60 花木 57－2068
山
田
町

公 山田中央保育所 90 山田 64－3021
公 山之口ふもと保育所 40 山之口 57－2023 公 木之川内保育所 30 山田 64－1012
公 山之口乳児保育所 30 花木 57－2243 私 万ヶ塚保育園 50 山田 64－1123
私 安楽地保育園 90 富吉 57－2123 私 ● 谷頭保育園 90 中霧島 64－1051

高
城
町

公 高城保育所 60 穂満坊 58－2314

高
崎
町

私 鳴峰保育園 60 大牟田 62－2127
公 有水保育所 60 有水 59－9324 私 旭保育園 30 大牟田 62－4106
私 石山保育園 60 石山 58－5931 私 善長寺保育園 40 江平 62－2125
私 つみき保育園 30 穂満坊 58－4585 私 前田保育園 30 前田 62－1996
私 さかえ保育園 90 穂満坊 58－2600 私 ● 大牟田保育園 60 大牟田 62－1989

私 縄瀬保育園 30 縄瀬 62－3772

●印の法人立保育園については保育士の募集も行っています。詳しくは、直接、保育園に問い合わせください

◎問い合わせ
　保育課 ☎23－4894（直通）
　山之口総合支所市民生活課 ☎57－3111（代表）
　高城総合支所市民生活課 ☎58－2311（代表）

　山田総合支所市民生活課 ☎64－1111（代表）
　高崎総合支所市民生活課 ☎62－1111（代表）
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私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
都
城
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
民
俗
芸
能
が
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
農
業
が
盛
ん
な

地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
穀
豊ほ
う
じ
ょ
う

穣
を

願
う
踊
り
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

都
城
市
民
俗
芸
能
保
存
連
合
会
で
は
、

民
俗
芸
能
の
保
存
伝
承
と
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
そ
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
る
た

め
、
今
年
度
も
都
城
民
俗
芸
能
祭
を
開

催
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

生
活
文
化
課　
　

　

☎
23
ー
２
１
３
２　

　

都
城
市
文
化
振
興
財
団　

　

☎
23
ー
７
１
４
０

地
域
の
民
俗
芸
能
の
継
承

　

市
内
各
地
区
の
民
俗
芸
能
は
、こ
れ

ま
で
大
切
に
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
、中
に
は
後
継
者
不
足
が
理
由
で
途

絶
え
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
10
月
現
在
、
民
俗
芸
能
を

後
世
に
受
け
継
い
で
い
く
た
め
、
市
内

の
73
団
体
が
、
都
城
市
民
俗
芸
能
保
存

連
合
会
に
加
入
し
て
い
て
、
各
地
区
で

開
催
さ
れ
る
祭
り
で
奉
納
し
た
り
、
小

学
校
の
運
動
会
で
児
童
が
披
露
す
る
た

め
の
指
導
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
本
年
度
、
市
内
全
小
中
学
校

に
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
。
学
校
運

営
に
地
域
の
声
を
反
映
さ
せ
、
開
か
れ

た
学
校
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課　

☎
23
ー
９
５
４
４

地
域
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り　

 

　

市
内
全
て
の
小
中
学
校
54
校
に
同
協

議
会
を
設
置
し
、
市
を
挙
げ
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
推
進
す
る
取
り

組
み
は
、
全
国
的
に
も
あ
ま
り
例
が
な

く
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
が
実
現

す
る
と
、
各
学
校
は
「
都
城
市
立
」
で

あ
る
と
同
時
に
、

「
地
域
立
」
と
も

呼
ば
れ
る
新
し

い
形
態
の
学
校

へ
発
展
し
て
い

き
ま
す
。
市
で

は
、
そ
の
推
進

モ
デ
ル
校
に
明

道
小
学
校
、
西

岳
小
学
校
、
山

田
中
学
校
を
指

定
し
て
い
ま
す
。

第
7
回
都
城
民
俗
芸
能
祭

●
日
時　

12
月
１
日
㈰　

13
時
開
演

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル 

●
観
覧
料　

無
料

●
出
演　

高
坂
棒
踊
り
（
高
崎
町
）、

藤つ

だ田
先
踊
（
安
久
町
）、
山
之
口
麓
文

弥
節
人
形
浄
瑠
璃
（
麓
小
学
校
）、
下

水
流
棒
踊
・

奴
踊
（
志
和

池
小
学
校
）、

重
信
優（
ゴ
ッ

タ
ン
演
奏
）、

泰
平
踊
り（
日

南
市
）、
山
川

ま
ゆ
み
（
沖

縄
民
謡
）

ふ
る
さ
と
文
化
財
体
験
交
流
事
業

●
日
時　

12
月
１
日
㈰　

10
時
〜 

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル 

●
内
容　

山
之

口
弥
五
郎
ど
ん

の
組
み
立
て
模

様
の
見
学
や
山

之
口
麓
文
弥
節

人
形
浄
瑠
璃
の

人
形
操
作
体
験

な
ど

〜
民
俗
芸
能
を
守
り
伝
え
る
〜

ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と
のの
伝
統
伝
統
をを
後
世
後
世
へへ

地
域
に
根
ざ
し
た
学
校

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

活
発
な
議
論
を
展
開

　

今
年
度
は
、
一
つ
の
学
校
ま
た
は
、

複
数
の
小
中
学
校
が
ま
と
ま
っ
て
年
間

５
回
の
協
議
を
予
定
し
て
い
て
、
児
童
・

生
徒
が
育
つ
よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
学
期
か
ら
夏
休
み
に
か
け
て
は
、

全
て
の
学
校
で
一
回
目
と
な
る
協
議
が

実
施
さ
れ
て
い
て
、
児
童
・
生
徒
の
現

状
把
握
と
、
教
育
や
地
域
行
事
へ
の
参

加
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
協
議
さ
れ

ま
し
た
。

明
道
小
学
校
の
取
り
組
み

　

明
道
小
学
校
で
は
、
教
育
活
動
の
活

性
化
を
図
る
た
め
に
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
組
織
す
る
こ
と
を
協
議
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
。
保
護
者
や
地

域
住
民
、
大
学
生
な
ど
が
登
録
し
ま
し

た
。
８
月
に
開
か
れ
た
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
で
は
、
南
九
州
大
学
の
学
生
が
、
学

習
指
導
を
支
援
す
る
な
ど
、
実
際
の
活

動
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、

教
育
活
動
や

学
校
環
境
整

備
、
学
校
安

全
の
三
つ
の

支
援
組
織
の

の
充
実
が
図

ら
れ
て
い
き

ま
す
。
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City of Miyakonojo Topics
２
つ
の
時
代
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

歴
史
資
料
館
企
画
展

　

都
城
歴
史
資
料
館
企
画
展
「
近
代
都

城
の
あ
ゆ
み
」と「
大
島
畠
田
遺
跡
」が
、

９
月
10
日
か
ら
同
資
料
館
で
始
ま
り
ま

し
た
。
今
年
、
本
県
が
、
置
県
１
３
０

年
に
当
た
る
こ
と
に
加
え
、
県
が
発
掘

調
査
を
進
め
て
い
た
同
遺
跡
の
出
土
品

が
、
本
市
に
譲
渡
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に

伴
い
企
画
。
戊
申
戦
争
か
ら
明
治
の
大

合
併
ま
で
の
都
城
を
紹
介
す
る
史
料

や
、
国
指
定
史
跡
の
同
遺
跡
の
出
土
品

な
ど
を
来
館
者
ら
は
興
味
深
く
観
覧
し

て
い
ま
し
た
。
山
田
広
幸
さ
ん
（
宗
像

市
）
は
「
写
真
や
文
書
な
ど
実
物
が
多

数
展
示
さ
れ
て
い
て
、
見
応
え
が
あ
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

１
０
０
万
人
あ
り
が
と
う

交
流
プ
ラ
ザ
１
０
０
万
人
突
破

　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
の
来
館
者

が
９
月
15
日
、
１
０
０
万
人
を
突
破

し
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
年
間
約
12
万
人
が
訪
れ
る
同
館
。

平
成
16
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
９

年
４
カ
月
で
の
達
成
と
な
り
ま
し
た
。

１
０
０
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
都
北

地
区
学
校
創
意
工
夫
工
作
展
に
訪
れ
た

平
川
智
博
さ
ん
家
族
（
五
十
町
）。「
長

男
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
の
で
訪

れ
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
１
０
０
万
人
目

に
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
驚
い

て
い
ま
し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
節

目
を
祝
う
ク
ス
球
割
り
を
し
た
同
家
族

に
、
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
の
安
全
を
照
ら
す
奉
仕
の
明
り

児
童
福
祉
施
設
電
気
器
具
無
料
点
検

　

９
月
28
日
、市
内
の
児
童
館
な
ど
で
、

電
気
器
具
無
料
点
検
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
都
城
電
気
工
事
業
協
同
組
合
青
年

部
が
、
地
域
に
根
ざ
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
一
環
と
し
て
20
年
ほ
ど
前
か

ら
実
施
。
鷹
尾
児
童
館
で
は
、
部
員
ら

が
照
明
器
具
の
点
検
や
清
掃
、
蛍
光
灯

の
交
換
に
加
え
、
ブ
レ
ー
カ
ー
周
り
の

点
検
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
若
松
洋
二

郎
さ
ん
（
郡
元
町
）
は
「
電
気
器
具
は
、

使
っ
て
い
る
間
に
劣
化
し
た
り
、
取
り

付
け
ね
じ
が
緩
ん
だ
り
し
ま
す
。
定
期

的
な
点
検
で
火
災
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
日
頃
の
点
検
の

大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
魅
力
全
国
に
発
信
！

愛
郷
フ
ェ
ス
タ

　

漫
画
「
釣
り
バ
カ
日
誌
」
の
原
作
者
・

や
ま
さ
き
十
三
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

が
９
月
21
日
、
南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催

し
は
、
都
城
青
年
会
議
所
が
地
域
の
活

性
化
を
目
的
に
企
画
し
た
南
九
州
愛よ

か
と
こ郷

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
の
関
連
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
開
催
。
や
ま
さ
き
さ
ん
の
生
い

立
ち
や
「
釣
り
バ
カ
日
誌
」
誕
生
秘
話

な
ど
が
語
ら
れ
た
後
、
池
田
市
長
か
ら

み
や
こ
ん
じ
ょ
大
使
の
委
嘱
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
や
ま
さ
き
さ
ん
は
、「
霧
島

に
抱
か
れ
た
我
が
故
郷
の
素
晴
ら
し
さ

を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
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新
し
い
時
代
の
息
吹

都
城
市
美
術
展

　

９
月
17
日
か
ら
10
月
14
日
ま
で
、
美

術
館
で
、
都
城
市
美
術
展
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
、
60
回
を
記
念
し

て
、
ジ
ャ
ン
ル
の
壁
を
な
く
し
作
品
を

募
集
。
書
や
絵
画
、
陶
芸
、
写
真
を
混

在
さ
せ
、
自
然
や
人
物
な
ど
の
テ
ー
マ

ご
と
に
入
賞
・
入
選
作
３
７
１
点
を
展

示
し
ま
し
た
。
大
賞
作
品
の
田
島
泰や
す
ひ
と仁

さ
ん
（
上
川
東
二
丁
目
）
作
「
追
想
Ⅰ
」

は
、
使
わ
な
く
な
っ
た
板
戸
を
キ
ャ
ン

バ
ス
に
、
少
年
時
代
の
夏
の
思
い
出
を

描
い
た
作
品
。
田
島
さ
ん
は
「
小
学
校

の
頃
、
夏
休
み
の
宿
題
を
し
な
い
ま
ま

夕
暮
れ
を
迎
え
、
焦
る
気
持
ち
を
表
現

し
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

１
０
０
年
の
歴
史
に
花
添
え
る

吉
都
線
開
業
１
０
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

吉
都
線
全
線
開
業
１
０
０
周
年
を
記

念
し
て
10
月
14
日
、
都
城
駅
周
辺
で
記

念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
環

霧
島
周
遊
列
車
の
運
行
式
で
は
、
一
日

駅
長
の
俳
優
の
温
水
洋
一
さ
ん
と
、
一

日
車
掌
の
み
や
こ
ん
じ
ょ
大
使
の
宮
田

若
奈
さ
ん
が
参
加
。
ま
た
、
会
場
内
で

は
、
都
城
駅
の
風
景
の
写
真
展
や
、
ミ

ニ
Ｓ
Ｌ
乗
車
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
髙
野

節さ
だ
め女

さ
ん
（
豊
満
町
）
は
「
学
生
の
頃
、

車
内
は
乗
客
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

最
近
は
乗
る
機
会
が
な
い
の
で
今
日
は

わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
」
と
、
久
し
ぶ

り
の
乗
車
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

食
欲
の
秋
を
楽
し
む

焼
き
肉
カ
ー
ニ
バ
ル

　

日
本
一
の
肉
の
町
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と

10
月
12
日
、
焼
き
肉
カ
ー
ニ
バ
ル
が
高

城
観
音
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
で
８
回
目
を
迎
え
る
同
イ
ベ
ン
ト

に
、
市
内
外
か
ら
約
２
万
人
が
来
場
。

会
場
内
で
は
、
テ
ー
ブ
ル
に
炭
火
コ
ン

ロ
が
準
備
さ
れ
、
訪
れ
た
来
場
者
ら
は

買
い
求
め
た
肉
を
味
わ
っ
た
り
、
ス
テ

ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い

ま
し
た
。
職
場
の
同
僚
と
訪
れ
た
下
村

理
津
子
さ
ん
（
山
田
町
谷
頭
）
は
「
一

回
目
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。
職
場
の

仲
間
と
、毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

と
、
お
い
し
い
焼
き
肉
に
舌
鼓
を
打
っ

て
い
ま
し
た
。

悠
久
の
ロマ
ン
に
思
い
を
は
せ
る

母
智
丘
歩
き
と
昼
ご
は
ん

　
「
母
智
丘
歩
き
と
昼
ご
は
ん
」
が
10

月
21
日
、
母
智
丘
公
園
周
辺
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
横
市
地
区
の
魅
力
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、都
城
盆
地
博
覧
会（
ボ

ン
パ
ク
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
同
地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
企
画
。
参
加

者
ら
は
、
桜
並
木
入
口
を
発
着
点
に
母

智
丘
神
社
で
参
拝
後
、
隣
接
す
る
展
望

台
か
ら
太
古
の
昔
、
湖
だ
っ
た
都
城
盆

地
を
一
望
し
、
古
代
の
都
城
に
思
い
を

は
せ
て
い
ま
し
た
。
同
協
議
会
事
務
局

長
の
坂
元
三
郎
さ
ん
は
「
地
元
の
良
さ

を
見
つ
め
直
し
、
誇
り
を
持
っ
て
情
報

発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
意
気

込
み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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遠
とおたけ

武　弘
こうぞう

蔵 さん

おもてなしの心で地域にも貢献
第 26 回　全国菓子大博覧会・広島

外務大臣賞受賞
お菓子の南香

Smiling  Faces  of  Miyakonojo

和
菓
子
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
「
全
国

菓
子
大
博
覧
会
・
広
島
」
で
外

務
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
の
が
、
遠
武
弘

蔵
さ
ん
（
甲
斐
元
町
・
68
歳
）
で
す
。

菓
子
作
り
一
筋
50
年
の
遠
武
さ
ん
は
、

10
年
間
の
厳
し
い
修
行
の
後
、
父
親
で

あ
る
先
代
の
下
で
腕
を
磨
き
昭
和
50

年
、三
代
目
と
し
て
店
を
継
ぎ
ま
し
た
。

　

あ
ん
の
夢
で
目
が
覚
め
る
こ
と
が
あ

る
ほ
ど
、
菓
子
に
情
熱
を
注
ぐ
遠
武
さ

ん
。
今
回
、出
品
し
た
「
霧
乃
栗
金
（
く

り
き
ん
と
ん
）」
は
、
厳
選
し
た
地
元

産
の
ク
リ
を
使
い
、
な
め
ら
か
な
舌
触

り
と
季
節
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
逸

品
。

　
「
和
菓
子
の
原
点
は
あ
ん
こ
。
知
れ

ば
知
る
ほ
ど
奥
が
深
く
、
素
材
や
砂
糖

の
種
類
な
ど
に
も
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
い
ま
す
」
と
、
初
心
を
忘
れ
ず
日
々

の
精
進
に
も
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

修
行
中
は
、
先
輩
の
姿
を
見
な
が
ら

技
を
覚
え
た
と
話
す
遠
武
さ
ん
。「
厳

し
い
先
輩
ば
か
り
で
し
た
が
、
菓
子
作

り
の
大
切
さ
と
職
人
の
心
意
気
を
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
」
と
感
謝
の
気
持
ち

を
語
り
ま
す
。「
厳
選
し
た
地
元
産
の

材
料
を
使
う
こ
と
で
、
安
心
し
て
食
べ

て
も
ら
え
る
菓
子
を
自
信
を
持
っ
て
提

供
し
て
い
ま
す
」
と
地
産
地
消
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

遠
武
さ
ん
は
、
地
域
貢
献
の
取
り
組

み
と
し
て
福
祉
施
設
の
子
ど
も
た
ち
に

ケ
ー
キ
作
り
の
体
験
を
し
て
も
ら
う
取

り
組
み
を
20
年
ほ
ど
続
け
て
い
ま
す
。

「
私
た
ち
は
、
皆
さ
ん
に
夢
を
与
え
る

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
が
私
だ
け
で
は
な
く
、
従
業
員
の

や
る
気
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。
そ
し
て
、
中
学
生
や
高
校

生
の
職
場
体
験
で
は
「
楽
し
さ
だ
け
で

は
な
く
大
変
さ
も
感
じ
て
も
ら
い
、
将

来
の
夢
の
実
現
へ
と
つ
な
げ
て
も
ら
い

た
い
」
と
、
子
ど
も
た
ち
へ
エ
ー
ル
も

送
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
外
か
ら
の
来
店
客
を
増

や
し
た
い
と
話
す
遠
武
さ
ん
。「
和
菓

子
は
、
日
本
の
文
化
。
日
本
人
に
し
か

出
せ
な
い
繊
細
さ
を
表
現
で
き
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
、
こ

れ
か
ら
も
、
お
も
て
な
し
の
心
で
菓
子

作
り
に
励
み
ま
す
。
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毎月19日は、「食育の日」
 ～家族そろって食事を楽しみましょう～

●材料（４人分）
　大根…250g　　　 柿…120g 　　 リンゴ…120g
　キュウリ…80g　　
　Ａ【酢…大さじ２　砂糖…大さじ1/2　塩…小さじ1/5】

●下準備
　Ａを合わせる
　柿…皮をむいて、１㎝の角切りにする
　キュウリ、リンゴ…適度に皮をむいて、１㎝の角切りに　
　　　　　　　　　　する
　※リンゴは変色を防ぐために、切った後すぐＡに漬ける
　大根…すりおろして、水気を軽く切る

●作り方
全ての材料を混ぜ合わせ、器に盛る

大根は、ビタミンＣや消化酵素
を多く含むので、胸やけや胃

もたれなどに効果があります。ま
た、葉は、緑黄色野菜でカロテン
や鉄などを多く含みます。

※ 1人分 54kcal、塩分 0.3gみぞれ和え

保存するときは、新聞紙に包み冷暗所に
立てて保存します。切ったものは、断面
が乾燥しないようにラップで包み、冷蔵
庫に立てて保存すると長持ちします。 ◎問い合わせ　健康課　☎ 23 ｰ 2765

ホウレン草などの冬野菜やミカンなどの果物を
使ったり、柿の代わりに干し柿を使ったりして
もおいしく、一味違った風味も楽しめます。

財
部
駅
（
や
ま
び
こ
館
）

財
部
駅
は
、
曽
於
市
財
部
町
北
俣
に

あ
る
Ｊ
Ｒ
九
州
日
豊
本
線
の
無
人
駅
で

す
。
日
豊
本
線
の
起
点
（
小
倉
駅
）
か

ら
見
て
、
鹿
児
島
県
内
最
初
の
駅
に
な

り
ま
す
。

●
駅
の
歴
史

財
部
駅
は
、
昭
和
４
年
に
国こ

く
と都

東
線

（
西
都
城

－

財
部
間
）
の
開
通
に
伴
い
、

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
６
年
に
は
、

財
部

－

大
川
原
間
が
開
通
し
、
北
俣
駅

と
大
川
原
駅
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

か
つ
て
は
、

志
布
志
線
廃
止

の
昭
和
62
年
３

月
27
日
ま
で
急

行
大
隅
が
、
停

車
し
て
い
ま
し

た
。

●
駅
舎

平
成
20
年
３
月
に
三

代
目
の
駅
舎
と
し
て
完

成
し
た
「
や
ま
び
こ
館
」

は
、
産
業
や
観
光
の
情

報
発
信
と
交
通
拠
点
の

機
能
を
持
つ
木
造
の
施

設
で
す
。

ま
た
、
駅
舎
内
に
は

お
食
事
処
「
桂
庵
」
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
目
を

引
く
の
は
そ
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
で
す
。
男
性
だ
け
で
は
な
く
、
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
も
で
き
る
の
で
、
女
性
に

も
お
薦
め
で
す
。

●
駅
と
共
に
生
き
る

か
つ
て
は
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
た
財
部
駅
。
自
家
用
車
の
普
及
と

共
に
、
利
用
者
も
減
少
し
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
財
部
駅
に
、
も
う
一
度
に
ぎ

わ
い
を
取
り
戻
そ
う
と
、「
財
部
駅
前

イ
ベ
ン
ト
」
を
約
20
年
前
か
ら
、
毎
年

９
月
中
旬
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
県
の
玄
関
口
財
部
駅
は
、
い

つ
で
も
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

　

曽
於
市
企
画
課　

☎
76

－

８
８
０
２

今
回
か
ら
、
環
霧
島
圏
域
の
駅

を
リ
レ
ー
形
式
で
紹
介
し
ま

す
。

第
１
回
目
の
停
車
駅
は
、
曽
於

市
の
「
財
部
駅
」
で
す
。

か
ん
き
り
し
ま
た
ん
ぼ
うVol.19

※
環
霧
島
圏
域
の

　

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

を
、
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
紹
介

　

し
て
い
ま
す
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平
成
26
年
度

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

　

市
内
小
学
校
の
外
国
語
活
動
や
中
学
校

の
英
語
科
の
授
業
で
、
英
語
指
導
の
補
助

を
行
う
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
募
集
し
ま
す
。

●
勤
務
場
所　

市
内
の
小
・
中
学
校

●
勤
務
時
間　

８
時
30
分
〜
12
時
30
分　

　
　
　
　
　
　

※
１
日
４
時
間

●
対
象　

都
城
市
周
辺
に
住
む
外
国
籍
の

人
で
、
母
国
語
ま
た
は
第
２
言
語
が
英
語

で
あ
り
、
日
本
語
を
理
解
で
き
る
人

●
定
員　

若
干
名

●
賃
金　

１
時
間
２
、
６
３
０
円

　

11
月
11
日
㈪
〜
12
月
13
日
㈮
ま
で

に
履
歴
書
を
学
校
教
育
課　

☎
23

－

２
１
６
１

成
人
記
念
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
参
加
者

●
日
時　

平
成
26
年
１
月
19
日
㈰

　
　
　
　

８
時
30
分
〜
12
時

●
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

●
種
目

【
男
子
】
２
㌔
（
小
学
３
〜
６
年
生
）

５
㌔
（
中
学
・
高
校
生
、
一
般
、
壮
年
）

【
女
子
】
２
㌔
（
小
学
３
〜
６
年
生
）

３
㌔
（
中
学
・
高
校
生
、
一
般
、
壮
年
）

●
参
加
料　

小
・
中
学
生
、
高
校
生
５
０

０
円　

一
般
・
壮
年
１
、
０
０
０
円

　

12
月
10
日
㈫
ま
で
に
メ
ー
ル
で
都

城
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

☎
26

－

４
５
１
０
（
18
時
以
降
）

sinro@
m
dom
inico.ac.jp

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョッ
プ
出
店
者

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
は
、
商
業
・
サ

ー
ビ
ス
業
系
の
新
規
創
業
者
を
育
成
支
援

す
る
施
設
で
す
。

●
対
象　

① 

18
歳
以
上
で
、
新
規
開
業
を
目
指
す
個

人
・
グ
ル
ー
プ
、
ま
た
は
開
業
後
１
年

未
満
の
個
人
・
グ
ル
ー
プ　

② 

中
心
市
街
地
で
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
業
の

出
店
を
目
指
す
個
人
・
グ
ル
ー
プ　

③ 
取
扱
要
項
の
応
募
要
件
を
満
た
す
人　

④ 

①
〜
③
ま
で
の
全
て
を
満
た
し
、
商
工

会
議
所
な
ど
が
実
施
す
る
、
創
業
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
を
受
講
し
た
人
（
受
講
予
定

者
含
む
）、
同
等
の
知
識
を
有
す
る
人

●
店
舗
数　

４
店
舗
（
予
定
）

●
場
所　

オ
ー
バ
ル
パ
テ
ィ
オ
南
側

●
期
間　

平
成
26
年
４
月
〜
平
成
27
年
３

月
ま
で
の
１
年
間

●
営
業
時
間　

10
時
〜
19
時

●
定
休
日　

火
曜
日

●
店
舗
（
３
坪
）
使
用
料　

月
額
１
万
円

※
別
途
共
益
費　

月
額
５
、
０
０
０
円

　

平
成
26
年
１
月
10
日
㈮
ま
で
に
都

城
オ
ー
バ
ル
パ
テ
ィ
オ

☎
45

－

１
０
０
０

放
送
大
学
４
月
入
学
生

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制

の
大
学
で
す
。
心
理
学
や
福
祉
、
経
済
、

歴
史
、
文
学
な
ど
の
分
野
が
学
べ
る
こ
と

か
ら
幅
広
い
世
代
の
人
が
学
ん
で
い
ま

す
。
今
回
、
平
成
26
年
4
月
入
学
生
を
募

集
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
期
間　

12
月
1
日
㈰
〜
平
成
26
年
2
月
28
日
㈮

●
内
容

教
養
学
部
全
科
履
修
生
（
４
年
間
以
上
）

選
科
履
修
生
（
1
年
間
）

科
目
履
修
生
（
半
年
間
）

大
学
院

修
士
選
科
生
（
1
年
間
）

修
士
科
目
生
（
半
年
間
）

　

放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
０
９
８
２

－

53

－

１
８
９
３

市
長
と
語
ろ
う
！

ス
マ
イ
ル
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

市
長
自
ら
が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
へ
直
接
説
明

し
、
質
問
や
意
見
な
ど
を
聴
く
会
で
す
。

●
開
催
地
区
・
日
程
・
場
所

高
城
11
／
11
㈪　

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

高
崎
11
／
28
㈭　

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

●
時
間　

19
時
30
分
〜
20
時
30
分

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

募　

集

催　

し

毎月第3日曜日は「家庭の日」です
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山
之
口
麓
文
弥
節

人
形
浄
瑠
璃
定
期
公
演

●
日
時　

11
月
17
日
㈰　

14
時
開
演

●
場
所　

山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

資
料
館
（
人
形
の
館
）

●
演
目　

娘
手
踊
り
（
お
伊
勢
参
り
）、

門
出
八
嶋

－

八
嶋
合
戦
の
段
・
八
嶋
の
浦

の
段
、
間あ

い

狂
言

－

太
郎
の
御ご

ぜ
む
け

前
迎 

　

山
之
口
教
育
課　

☎
57

－

３
１
１
１

ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
タ

　

中
心
市
街
地
の
５
つ
の
通
り
会
が
合
同

で
ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
も
、通
り
会
対
抗
鍋
合
戦
の
ほ
か
、

西
都
城
駅
前
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯

式
も
合
せ
て
実
施
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
１
日
㈰　

12
時
〜
19
時

●
場
所　

千
日
通
り
・
ゆ
ず
り
葉
大
通
り

周
辺

●
内
容　

５
種
類
の
鍋
を
振
る
舞
う
通
り

会
対
抗
鍋
合
戦
や
地
場
産
品
な
ど
の
出

店
、
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
、
ダ
ン
ス
、

演
奏
、
抽
選
会
ほ
か

※ 

も
の
づ
く
り
体
験
教
室
は
参
加
費
無
料

で
、
当
日
会
場
で
受
け
付
け

　

商
業
観
光
課　

☎
23

－

２
９
８
３

12
月
４
日
㈬
〜
10
日
㈫
は
「
人
権
週
間
」

人
権
啓
発
推
進
大
会・講
演
会（
無
料
）

●
日
時　

12
月
７
日
㈯

　
　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分

※
13
時
30
分
か
ら
人
権
啓
発
標
語
入
賞
者

　

の
表
彰
式
が
あ
り
ま
す

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

俳
優
の
小
西
博
之
さ
ん
に
よ
る

講
演
「
生
き
て
る
喜
び
」

※
託
児
あ
り
（
事
前
の
予
約
が
必
要
）

　

11
月
29
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
23

－

９
５
４
５

七
五
三
で
人
力
車
（
無
料
）

　

都
城
島
津
邸
で
は
、
七
五
三
に
合
わ
せ

て
人
力
車
体
験
を
開
催
し
ま
す
。

　

菊
の
花
香
る
邸
内
を
人
力
車
に
乗
っ

て
、
記
念
撮
影
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

11
月
15
日
㈮

　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

都
城
島
津
邸

※
カ
メ
ラ
は
持
参

　

く
だ
さ
い

　

都
城
島
津
邸

　
　

☎
23

－

２
１
１
６

明治・大正の都城と都城島津家
　明治・大正期の都城と都城島津家の関
わりを、当時の状況の
解説も加え、写真パネ
ルで分かりやすく紹介
します。
●会期　12 月８日㈰まで
●場所　都城島津邸本宅
●観覧料　小学生以上 100 円

宮崎県置県130年記念
藩から県へ　近代都城の出発

　宮崎県置県 130 年を記念した企画展。
都城島津家によって治められていた鹿児
島藩の私領であった都城は、一度鹿児島
県に統合された後、明治４年 11 月４日
に独立して「都城県」となります。その
後約１年間、都城の行政を担いました。
鹿児島藩から都城
県へ、そして度重な
る廃置県に翻

ほんろう

弄さ
れ、現在の宮崎県へ
と統合されていく
様子を紹介します。
●会期
　11 月 30 日㈯～
　平成 26 年２月 16 日㈰
●場所　都城島津伝承館
●観覧料　大人 210 円（150 円）
　高校・大学生 150 円（100 円）
　小・中学生 100 円（50 円）
※（　）は団体料金
　都城島津邸　☎ 23－2116

都城島津邸企画展

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です
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都
城
音
楽
祭
２
０
１
３

●
日
時　

11
月
17
日
㈰

　
　
　
　

開
場
17
時　

開
演
18
時

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
料
金　

一
般
３
、０
０
０
円
（
当
日

券
３
、５
０
０
円
）、
高
校
生
以
下
２
、

０
０
０
円
（
当
日
券
２
、５
０
０
円
）

●
出
演
者　

本
市
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

（
ト
シ 

ナ
ガ
イ
、
山
内
達
哉
、
温
故
知
新
）

や
西
郷
輝
彦
ほ
か

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所　

都
城
音
楽
祭
事
務

局
（
☎
77

－

５
５
５
０
）、
総
合
文
化
ホ

ー
ル
ほ
か

【
都
城
音
楽
祭
ス
ト
リ
ー
ト
ラ
イ
ブ「
ま
ち
お
ん
」】

●
日
時　

毎
週
土
曜
日　

18
時
〜

●
場
所　

Ｉ
Ｔ
産
業
ビ
ル
前
ア
ー
ケ
ー
ド

●
内
容　

市
内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ

る
ス
ト
リ
ー
ト
ラ
イ
ブ

※
出
演
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
募
集
中

　

商
業
観
光
課　

☎
23

－
２
９
８
３

平
成
26
年
都
城
市
成
人
式

　

地
区
ご
と
に
開
催
日
時
・
会
場
が
異
な

り
ま
す
。
対
象
者
で
案
内
状
が
届
か
な
い

人
は
、
連
絡
く
だ
さ
い
。
開
式
前
に
記
念

撮
影
を
行
う
会
場
も
あ
り
ま
す
の
で
、
開

始
時
間
ま
で
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

平
成
５
年
４
月
２
日
〜
平
成
６

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

地
区

日
程
・
開
始
時
間
・
場
所

姫
城

１
／
４
㈯　

10
時

中
央
公
民
館

小
松
原

1
／
４
㈯　

10
時
30
分

小
松
原
中
学
校
体
育
館

妻
ケ
丘

1
／
４
㈯　

9
時
30
分

妻
ケ
丘
中
学
校
体
育
館

祝
吉

1
／
４
㈯　

12
時
50
分

祝
吉
中
学
校
体
育
館

五
十
市

１
／
４
㈯　

10
時

五
十
市
地
区
公
民
館

横
市

1
／
４
㈯　

9
時
40
分

西
中
学
校
体
育
館

沖
水

1
／
４
㈯　

9
時
40
分

沖
水
中
学
校
体
育
館

志
和
池

1
／
４
㈯　

10
時
30
分

志
和
池
中
学
校
体
育
館

庄
内

1
／
４
㈯　

10
時

庄
内
中
学
校
体
育
館

西
岳

１
／
３
㈮　

10
時
30
分

西
岳
地
区
公
民
館

中
郷

1
／
４
㈯　

14
時

中
郷
地
区
公
民
館

山
之
口

1
／
４
㈯　

10
時

山
之
口
シ
ル
バ
ー
ヤ
ン
グ
ふ
れ
あ
い
の
里

高
城

１
／
５
㈰　

10
時
30
分

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

山
田

１
／
５
㈰　

10
時

山
田
総
合
セ
ン
タ
ー

高
崎

１
／
５
㈰　

９
時
30
分

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

都
城
き
り
し

ま
支
援
学
校
１
／
11
㈯　

10
時
40
分

都
城
き
り
し
ま
支
援
学
校
体
育
館

　

生
涯
学
習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

　
　

各
総
合
支
所
の
教
育
課

ふ
れ
あ
い
ニュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
無
料
）

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
は
年
齢
や
体
力
に

関
係
な
く
、
誰
で
も
体
力
に
応
じ
て
行
う

こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

※
抽
選
会
や
参
加
賞
も
あ
り

●
日
時　

11
月
30
日
㈯

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
12
時

●
場
所　

勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
姫
城
町
）

●
対
象　

市
民
、
精
神
障
が
い
者

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

●
内
容　

ミ
ニ
テ
ニ
ス
、
輪
投
げ
、
ミ
ニ

ボ
ー
リ
ン
グ
ほ
か

　

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
二
胡
】

●
日
時　

11
月
21
日
㈭　

12
時
20
分
〜

●
場
所　

市
役
所
西
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

劉り
ゅ
う

二に

こ胡
ク
ラ
ブ

　

文
化
振
興
財
団　

☎
23

－

７
１
４
０

市
場
の
駅

都
城
い
ち
ば
ん
ま
つ
り

●
日
時　

11
月
24
日
㈰　

９
時
〜
14
時

※
毎
月
第
４
日
曜
日
開
催

●
場
所　

市
場
の
駅
（
都
城
市
公
設
地
方

卸
売
市
場
内
）

●
内
容　

鮮
魚
・
野
菜
・
花
な
ど
の
即
売
、

揚
げ
物
販
売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ス

ト
リ
ー
ト
ラ
イ
ブ
ほ
か

　

市
場
の
駅「
都
城
い
ち
ば
ん
ま
つ
り
」

実
行
委
員
会　

☎
25

－

５
２
４
２

催　

し

毎月第3日曜日は「家庭の日」です
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ご
ん
だ
柿
の
風
景
と
史
跡
め
ぐ
り
in
正し
ょ
う

応お
う

寺じ

●
日
時　

12
月
１
日
㈰　

８
時
30
分
〜

※
雨
天
時
は
当
日
判
断

●
集
合
場
所　

農
業
伝
承
の
家

（
安
久
町
１
２
２
７
番
地
１
）

●
内
容　

正
応
寺
の
史
跡
散
策
や
餅
つ

き
・
が
ね
作
り
体
験

●
定
員　

30
人
程
度　

※
申
し
込
み
順

●
参
加
費　

５
０
０
円

　

11
月
22
日
㈮
ま
で
に
農
村
整
備
課

　
　
　

☎
23

－

２
９
８
１

ス
テ
ッ
プ
運
動
健
康
教
室

●
日
時　

11
月
27
日
㈬

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

40
歳
〜
74
歳
ま
で
の
市
民

※ 

通
院
・
治
療
中
の
人
は
、
主
治
医
に
相

談
の
上
、
参
加
く
だ
さ
い

●
定
員　

30
人

※
運
動
が
で
き
る
服
装
で
飲
み
物
を
持
参

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

自
宅
で
で
き
る　

お
い
し
い　

ヘ
ル
シ
ー

お
節
料
理
教
室

●
日
時　

12
月
８
日
㈰
・
15
日
㈰
の
い
ず

れ
か
の
10
時
〜
13
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

健
康
を
考
え
た
お
節
料
理

●
定
員　

各
30
人
程
度　

※
申
し
込
み
順

●
参
加
料　

１
、３
０
０
円

●
準
備
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
布

　

藤
元
総
合
病
院
栄
養
管
理
室

　
　
　

☎
・
FAX 

25

－

６
１
１
５

食
材
加
工
ス
タ
ッ
フ
講
習

　

食
材
加
工
の
基
礎
知
識
や
安
全
衛
生
を

学
び
、
食
品
加
工
場
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
な
ど
へ
の
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

●
日
程　

12
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●
場
所　

株
式
会
社
匠た
く
み（
一
万
城
町
）

●
対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し

て
い
る
人
で
、
就
職
を
目
指
し
て
い
る
55

歳
以
上
の
シ
ニ
ア
世
代

●
定
員　

15
人

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城
や
都
城
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
あ
る
所

定
の
申
込
書
を
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
、
11
月
22
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
宮
崎

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
９
８
５

－

31

－

３
７
７
５　

FAX
０
９
８
５

－

31

－

３
７
７
６

講
座 

・ 

教
室

子育て支援センター行事予定

◆都城市子育て支援センター ☎ 22-1659

11/18 ㈪
10 時～　

いちごクラブ「スタンプあそび」　 
対象：２歳以上の親子

11/18 ㈪
13 時 30 分～

あかちゃんパーク・集いの日
「わらべ歌・絵本の読み聞かせ・誕
生会など」
対象：０・１歳の親子・妊婦
場所：社会福祉センター

11/25 ㈪
10 時～

とんとんクラブ
｢親子でおやつ作り｣
対象：２歳以上の親子
※要申し込み

12/ ２㈪
10 時～　　

ふたごの会 ｢ふたご以上の親子・
妊婦さんの集いの場｣
対象：ふたご以上の親子・妊婦 

◆山之口子育て支援センター ☎ 57-3298

11/22 ㈮
10 時 30 分～

高齢者施設慰問
「花てまり｣ おじいちゃん・おばあ
ちゃんと一緒に遊びましょう

11/26 ㈫
10 時～

出前保育 ｢ぽっかぽか｣
｢体育館で思いきり遊びましょう｣
場所：上富吉地区体育館

11/27 ㈬
10 時～

｢チューリップ球根植え｣
※植木鉢を持参

12/ ３㈫
10 時 30 分～

｢公園であそぼう｣
場所：山之口運動公園
※現地集合・解散

◆山田子育て支援センター ☎ 64-3171

11/11 ㈪
10 時～

｢歯のはなし｣　
乳歯の大切さ、ブラッシング指導

11/14 ㈭
10 時～

にこにこ教室
「クリスマスグッズ作り」

11/19 ㈫
10 時～

絵本に親しむ
「親子で楽しむ絵本」

11/27 ㈬
10 時～

誕生会
 ｢10・11 月生まれの子どもをみん
なでお祝いする｣

※ ほかにもさまざまな行事があります。詳しくは、
各子育て支援センターに問い合わせください

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です
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き
ら
り
楽
習
教
室

　

７
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

●
対
象　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
み

可
能
な
初
心
者
の
人

●
教
室
名
（
回
数
）・
日
時
・
場
所
・
費
用
・
締
め
切
り

パ
ソ
コ
ン
入
力
練
習
（
全
11
回
）

12
／
４
㈬
〜
２
／
26
㈬
の
毎
週
水
曜
日

９
時
15
分
〜
10
時
15
分　

沖
水
地
区
公
民
館

６
、６
０
０
円　

締
め
切
り
：
11
／
25
㈪

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城　

　
　
　

☎
23

－

４
０
８
０

陶
芸
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

　

生
誕
１
３
０
年
「
魯
山
人
の
宇
宙
」
展

の
開
催
に
合
わ
せ
て
、
陶
芸
の
体
験
講
座

を
行
い
ま
す
。

●
講
座
名
・
日
時

陶
器
の
絵
付
け
を
し
て
み
よ
う

11
／
30
㈯　

13
時
〜
15
時

魯
山
人
風
陶
器
を
作
っ
て
み
よ
う

12
／
７
㈯　

13
時
〜
15
時

●
場
所　

都
城
市
立
美
術
館

●
参
加
費　

１
、０
０
０
円

●
定
員　

各
日
15
人
（
要
予
約
）

　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

都
城
市
立
美
術
館　

☎
25

－

１
４
４
７

　
　
　
　
　
　
　
　

FAX 

24

－

８
１
０
３

※ 

フ
ァ
ク
ス
の
場
合
は
、「
陶
芸
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
申
込
」
と
明
記
し
、
参
加
者

の
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、

参
加
希
望
日
を
記
入
し
、
申
し
込
み
く

だ
さ
い

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
自
主
事
業

　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
教
室
名
・
日
時
・
定
員
・
費
用
・
締
め
切
り

お
正
月
の
寄
せ
植
え

11
／
24
㈰　

10
時
〜
12
時　

20
人

２
、０
０
０
円　

締
め
切
り
：
11
／
19
㈫

※
軍
手
を
持
参

田
舎
の
ご
ち
そ
う
（
田
舎
そ
ば
汁
、
ま
ぜ
飯
）

11
／
26
㈫　

10
時
〜
13
時　

20
人　

５
０
０
円

締
め
切
り
：
11
／
20
㈬

※
エ
プ
ロ
ン
や
三
角
巾
を
持
参

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
23

－

２
０
０
１

パ
ン
作
り
体
験
教
室

●
日
時
・
内
容

11
／
27
㈬　

10
時
〜
13
時
30
分　
　

チ
ョ
コ
ナ
ッ
ツ
・
サ
ラ
ダ
パ
ン

12
／
11
㈬　

10
時
〜
13
時
30
分　
　

ラ
イ
麦
と
ベ
リ
ー
の
パ
ン
・
ク
ッ
キ
ー
パ
ン

●
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSA

K
U
RA

」

●
定
員　

各
12
人

●
費
用　

１
回
当
た
り
２
、５
０
０
円

※
材
料
費
、
軽
食
、
飲
み
物
代
含
む

　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSA

K
U
RA

」

☎
58

－

２
０
８
８

離
乳
食
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

11
月
29
日
㈮

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
12
時

●
場
所　

山
之
口
シ
ル
バ
ー
ヤ
ン
グ
ふ
れ

あ
い
の
里

●
持
参
す
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、
エ

プ
ロ
ン
な
ど　

※
要
申
し
込
み

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座（
無
料
）

●
日
時　

11
月
28
日
㈭　

14
時
〜

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

　
　
　
　

教
育
研
修
棟

●
内
容　

腰
痛
の
原
因
や
腰
痛
リ
ハ
ビ
リ

体
操
に
つ
い
て

●
定
員　

先
着
80
人（
申
し
込
み
は
不
要
。

当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）

　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
地
域
医
療

連
携
室　

☎
23

－

４
１
１
１

各
種
技
能
講
習

●
講
座
名
・
日
程
・
定
員
・
受
講
料

酸
素
欠
乏
・
硫
化
水
素
危
険
作
業
主
任
者
技
能
講
習

11
／
25
㈪
〜
27
㈬　

１
０
０
人

１
万
４
、０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
１
、２
６
０
円
〜
）

有
機
溶
剤
作
業
主
任
者
技
能
講
習

12
／
10
㈫
・
11
㈬　

１
０
０
人

９
、０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
１
、６
８
０
円
）

●
場
所　

都
城
地
区
建
設
業
協
会

　

宮
崎
労
働
基
準
協
会
都
城
支
部　

　
　
　

☎
24

－

５
６
０
３

講
座 

・ 

教
室

毎月第3日曜日は「家庭の日」です
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こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
無
料
）

　

精
神
科
の
病
気
や
心
の
健
康
に
関
し

て
、精
神
科
の
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
程　

11
月
21
日
㈭
・
12
月
19
日
㈭

※
事
前
予
約
が
必
要

●
場
所　

都
城
保
健
所

　

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　

9
時
〜
16
時

●
場
所　

交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

０
９
４
４

教
育
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時
30
分

●
場
所　

教
育
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
八
幡
町
別
館
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
46

－
２
０
８
８

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

多
重
債
務
や
契
約
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

　

11
月
15
日
㈮　

13
時
〜
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

全
国
一
斉

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

　

強
化
期
間
中
は
、
時
間
を
延
長
し
、
土
・

日
曜
日
に
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
期
間　

11
月
18
日
㈪
〜
24
日
㈰

　
　
　
　

8
時
30
分
〜
19
時

※
土
・
日
曜
日
は
10
時
〜
17
時

●
相
談
専
用
電
話
（
通
話
料
無
料
）　

　

☎
０
５
７
０

－
０
７
０

－

８
１
０

【
無
料
弁
護
士
相
談
】

●
日
程　

11
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

●
場
所　

宮
崎
県
地
方
法
務
局

　
　
　
　
（
宮
崎
市
別
府
町
１
番
１
号
）

※
事
前
予
約
が
必
要

　

宮
崎
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
　

☎
０
９
８
５

－

22

－

５
１
２
４

帰
化
申
請
手
続
き
な
ど
の
取
扱
先
変
更

　

宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局
で
行
っ
て

い
た
帰
化
申
請
な
ど
の
手
続
き
事
務
を
、

１
月
１
日
㈬
以
降
、宮
崎
地
方
法
務
局（
宮

崎
市
別
府
町
1
番
1
号
）
で
行
い
ま
す
。

市
内
に
居
住
し
て
い
る
外
国
籍
の
人
・
日

本
国
籍
の
人
で
次
の
手
続
き
が
必
要
な
人

は
、
宮
崎
地
方
法
務
局
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

●
該
当
す
る
手
続
き

① 

帰
化
申
請
（
外
国
籍
の
人
が
、
日
本
国

籍
を
取
得
）

② 

国
籍
取
得
届
出
（
外
国
籍
の
人
が
、
日

本
国
籍
を
取
得
）

③ 

国
籍
離
脱
届
出
（
外
国
籍
も
有
す
る
日

本
人
が
、
日
本
国
籍
を
離
脱
）

　

宮
崎
地
方
法
務
局
戸
籍
課

　
　

☎
０
９
８
５

－

22

－

５
２
５
０

お
知
ら
せ

相　

談

　市議会議員選挙の
　　立候補説明会について
　任期満了に伴う都城市議会議員
選挙の立候補説明会を、次の通り
開催しますので、立候補を予定し
ている人は、必ず出席ください。
●日時　11 月 26 日㈫
　　　　14 時～ 16 時
●場所　中央公民館大会議室
※ 現職以外の立候補予定者は、説
明会終了後に報道機関用の写真
撮影を行います

【都城市議会議員選挙の日程】
●告示日　平成 26 年１月 19 日㈰
●投票日　平成 26 年１月 26 日㈰
　皆さんの代表を選ぶ選挙は、明
るく住みよい地域をつくるために
大事なものです。大切な１票を無
駄にしないよう、必ず投票に出掛
けましょう。
　選挙管理委員会事務局
　　☎ 23 － 7864

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です

25 Miyakonojo City Public Relations 2013.11
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ご
存
じ
で
す
か
？

中
小
企
業
を
応
援
す
る
業
務
改
善
助
成
金

　

事
業
場
内
で
最
も
低
い
賃
金
を
、
４

年
以
内
に
時
間
額
で
８
０
０
円
以
上
に

引
き
上
げ
る
賃
金
改
善
計
画
を
策
定

し
、労
働
能
率
の
向
上
に
資
す
る
設
備
・

器
具
の
導
入
な
ど
の
業
務
改
善
を
実
施

し
た
場
合
に
、
そ
の
費
用
の
２
分
の
１

（
上
限
１
０
０
万
円
）
を
業
務
改
善
助

成
金
制
度
で
助
成
し
ま
す
。

　

宮
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　

☎
０
９
８
５

－

38

－

８
８
３
６

胃
が
ん
・
子
宮
頸け

い
が
ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
胃
が
ん
検
診
】

●
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

●
日
程
・
場
所

12
／
４
㈬
志
和
池
地
区
公
民
館

12
／
10
㈫
山
之
口
地
区
公
民
館

12
／
15
㈰
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

12
／
17
㈫

●
受
付　

８
時
〜
11
時

●
検
診
料　

１
、１
０
０
円

【
子
宮
頸
が
ん
】

●
対
象　

20
歳
以
上
の
偶
数
年
生
ま
れ

の
女
性
（
平
成
4
年
・
2
年
・
昭
和
64

年
・
62
年
…
）

●
日
程
・
場
所

12
／
５
㈭
①
横
市
地
区
公
民
館

②
妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

12
／
10
㈫
①
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

②
高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

●
受
付　

①
９
時
〜
10
時

　
　
　
　

②
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

●
定
員　

各
１
０
０
人

●
検
診
料　

９
０
０
円

※ 

75
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯

や
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人

は
、
保
険
証
や
証
明
書
、
市
が
発
行

す
る
各
種
検
診
自
己
負
担
金
免
除
通

知
書
を
提
示
す
れ
ば
、
検
診
料
が
免

除
さ
れ
ま
す

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

差
し
押
さ
え
不
動
産
の
公
売

●
日
時　

11
月
27
日
㈬　

14
時
〜

●
場
所　

市
役
所
東
館
６
階
入
札
室

●
物
件　

市
が
差
し
押
さ
え
た
不
動
産

（
都
北
町
の
土
地
、
鷹
尾
五
丁
目
の
土

地
・
建
物
）

※ 

物
件
の
詳
細
は
11
月
11
日
㈪
以
降

に
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す

　

納
税
課　

☎
23

－

２
１
２
６

国
民
年
金
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
の
送
付

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
毎
年
11
月
に
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
証
明

お
知
ら
せ

書
を
送
付
し
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
と
き
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
、
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
人
に
は
、
来
年
２
月

上
旬
に
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

　

都
城
年
金
事
務
所　

　
　

☎
23

－

２
５
７
１

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

扶
養
親
族
等
申
告
書
の
提
出

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
毎
年
11
月
に
、

年
金
受
給
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
を

送
付
し
ま
す
。
12
月
１
日
ま
で
に
必
ず

確
認
し
て
、
日
本
年
金
機
構
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

年
齢
が
65
歳
未
満
で
年
金
額

が
１
０
８
万
円
以
上
、
ま
た
は
年
齢
が

65
歳
以
上
で
年
金
額
が
１
５
８
万
円
以

上
の
老
齢
年
金
や
退
職
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人

　

都
城
年
金
事
務
所　

　
　

☎
23

－

２
５
７
１

11
月
９
日
㈯
〜
15
日
㈮
は

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
週
間

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
季
節
を
迎
え
ま
す
。
火
の
取
り
扱

い
、
火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

●
防
火
標
語　

「
消
す
ま
で
は　

　
　

心
の
警
報　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
」

　

消
防
局
予
防
課　

　
　

☎
22

－

８
８
８
４

が
ん
患
者
家
族
交
流
会

●
日
時　

11
月
26
日
㈫

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

●
内
容　

食
事
の
工
夫
と
食
生
活

　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
地
域

医
療
連
携
室　

☎
23

－

４
１
１
１

　宮崎県最低賃金が 11 月２
日㈯から、時間額 664 円に改
正されます。
●最低賃金制度とは
　最低賃金制度とは、最低賃
金法に基づき国が賃金の最低
限度を定め、使用者は、その
最低賃金額以上の賃金を支払
わなければならないとする制
度です。
●適用される労働者の範囲
　最低賃金は、臨時、パー
ト、アルバイトを含む県内で
働く全ての労働者に適用され
ます。
◎問い合わせ
宮崎労働局労働基準部賃金室
☎ 0985-38-8836

宮崎県最低賃金改正
されます

毎月第3日曜日は「家庭の日」です

2013.11
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休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
11/17
㈰

柳田病院（小・内） 22-4862
大岐医院（内・胃・外） 57-2025
宇宿医院（内・胃・消） 25-9031
三州病院（外・胃・内） 22-0230
もちお蛯原医院（整形・形成） 21-5355
いそいち産婦人科医院（産・婦） 22-4585
ほりのうちデンタルクリニック 26-7222

11/23
㈯

仮屋医院（内・小） 36-0521
戸嶋病院（内） 22-1437
みしま内科クリニック（内・循） 51-8100
都城フォレスト・クリニック脳神経外科（脳外科） 80-4313
酒井皮膚科医院（皮） 25-5322
宮田眼科病院（眼） 22-1441
広瀬歯科医院 25-6800

11/24
㈰

城南病院（小・内） 26-3662
藤元総合病院（内） 25-1313
瀬ノ口内科放射線科医院（内） 25-7780
マドコロ外科医院（外・胃・整） 22-0138
姉川皮膚泌尿器科医院（皮・泌） 22-2205
武田産婦人科医院（産・婦） 22-0336
デンタルオフィス松田 23-8055

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、
歯科医師会は☎25-4100）で確認してください
◎みやざき医療ナビもご利用ください
http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp

●休日当番薬局
11/17 ㈰ 東町、もちおさくら、ひゅうが

11/23 ㈯
そうごう志和池、かかりつけ、さくら、
サンライト川東、きたはら、
調剤くらはら、ひむか調剤蔵原

11/24 ㈰ さくら都城、そうごう都原、
薬研調剤、ひむか調剤蔵原

み
や
ざ
き
医
療
ナ
ビ

ご
存
じ
で
す
か
？

検
察
審
査
会

　

検
察
審
査
会
制
度
と
は
、
検
察
官
が

犯
罪
を
犯
し
た
疑
い
の
あ
る
被
疑
者
を

不
起
訴
処
分
（
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た

こ
と
）
に
し
た
こ
と
が
正
し
か
っ
た
の

か
を
、
国
民
を
代
表
し
て
11
人
の
検
察

審
査
員
が
審
査
す
る
制
度
で
す
。

　

選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か
ら
く

じ
で
選
ば
れ
た
検
察
審
査
員
候
補
者
に

は
、
11
月
下
旬
ご
ろ
に
検
察
審
査
会
事

務
局
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

　

都
城
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　

☎
23

－

４
１
３
１

労
働
保
険
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　

ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
労
働
者
を
一
人

で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
労
働
保

険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加
入

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
11
月
を
「
労
働

保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
」
と
し
、
適

用
促
進
の
広
報
活
動
や
加
入
手
続
き
指

導
に
集
中
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
未
手
続
き
の
事
業
主
は
、

自
主
的
に
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ

う
。

　

加
入
手
続
き
は
、
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
ま
た
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

相
談
く
だ
さ
い
。

　

宮
崎
労
働
局

　
　

☎
０
９
８
５

－

38

－

８
８
２
２

各
種
予
防
接
種
・
各
種
が
ん
検
診

実
施
医
療
機
関
の
辞
退

　

次
の
医
療
機
関
の
辞
退
が
あ
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
医
療
機
関
名
・
辞
退
項
目

山
田
医
院
胃
が
ん
検
診
、
全
て
の
予
防
接
種

福
田
ク
リ

ニ
ッ
ク

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

中
山
産
婦

人
科

風
し
ん
予
防
接
種

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

　
　

こ
ど
も
課　

☎
23

－
２
６
８
４

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

設
立
の
認
証
申
請
に
関
す
る
縦
覧

　

申
請
書
に
添
付
さ
れ
た
定
款
・
役
員

名
簿
・
設
立
趣
旨
書
・
事
業
計
画
書
・

活
動
予
算
書
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

●
団
体
名　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

い
ろ
は
の
森

●
縦
覧
期
間

11
月
29
日
㈮
ま
で
の
８
時
30
分
〜
17
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課　

　
　

☎
23

－

２
４
３
１

都
市
計
画
（
案
）
の
縦
覧

　

都
城
広
域
都
市
計
画
道
路
の
変
更
案

お
よ
び
一
部
区
間
廃
止
案
に
つ
い
て
縦

覧
し
ま
す
。

●
計
画
変
更
・
一
部
区
間
廃
止
路
線

本
庁
管
内
関
連

変
更
案
（
五
十
市
通
線
、
福
島
通
線
、
早

鈴
岳
下
通
線
）、
一
部
区
間
廃
止
案
（
金
田

通
線
、
安
留
通
線
、
菖
蒲
原
通
線
、
八
幡

通
線
）

●
期
間　

11
月
７
日
㈭
〜
21
日
㈭

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

●
そ
の
他　

縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

●
縦
覧
場
所　

都
市
計
画
課
、
都
城
土

木
事
務
所

　

都
市
計
画
課　

☎
23

－

２
７
６
２

都
城
土
木
事
務
所　

☎
23

－

４
５
１
３

平
成
26
年
版
宮
崎
県
民
手
帳
の
販
売

　

宮
崎
県
の
便
利
情
報
が
満
載
の
県
民

手
帳
を
販
売
中
で
す
。

●
販
売
場
所　

本
庁
南
別
館
３
階
（
情

報
政
策
課
調
査
統
計
担
当
）、
各
総
合

支
所
地
域
振
興
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
、
書
店
な
ど

●
販
売
価
格　

５
０
０
円

　

情
報
政
策
課　

☎
23

－

２
５
６
２

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です

Miyakonojo City Public Relations 2013.11



11月16日～12月15日
都城市立図書館　☎22-0239
高城図書館　　　☎58-4224

◎問い合わせ

一般 一般

児
童

児
童

「
義ぎ
れ
つ
と
う

烈
塔
」

都城市立図書館　●休館日／11月18日・23日・25日、12月２日・５日・９日　　　　　●開館時間／９：30～18：50
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※水曜日は20：00まで開館  
高城図書館　　　●休館日／11月17日・19日・23日・26日、12月３日・10日・15日 　 ●開館時間／９：30～18：00

子
ど
も
の
た
め
の
夜
間
映
写
会

（
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
）

●
11
月
16
日
㈯　

19
時
30
分
〜

※ 

夜
間
の
た
め
、
保
護
者
が
必

ず
同
伴
し
て
く
だ
さ
い

国
際
交
流
員
に
よ
る

読
み
聞
か
せ
会

●
11
月
27
日
㈬　

15
時
〜

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

読
み
聞
か
せ
会

●
11
月
30
日
㈯　

11
時
〜

お
は
な
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞

（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
11
月
21
日
㈭　

11
時
〜

本
と
お
は
な
し
の
会

●
12
月
14
日
㈯　

14
時
30
分
〜

内
容　

 

か
ち
か
ち
や
ま

　
　
　
（
日
本
の
民
話
）

都
城
市
立
図
書
館

読
み
聞
か
せ
の
部
屋

高
城
図
書
館

曽野綾子（著）いきいき㈱（出版）

生き戸惑う中高年に、投げかける爽快
な一言「生きたいように生きていい」。月
刊誌の大人気連載が待望の書籍化。

京極夏彦（著）井上洋介（絵）
東雅夫（編）岩崎書店（発行）

子を産めずに死んだ母の深い悲しみ
が、妖怪「うぶめ」となって、残された
父と息子の前に現れる。京極夏彦と
井上洋介の共著。

廣中直行（著）講談社（出版）

誰の心にもある止められない気持ち
や、欲しくてたまらない気持ちが依存症
の始まり。さまざまな依存症の仕組みと
対策、回復への道のりを分かりやすく
解説します。

斉藤洋（作）宮本えつよし（絵）
講談社（発行）

まちには、怖いお化けがいっぱいいるけ
ど、このお話を読めば大丈夫。大人気
「おばけずかん」シリーズ最新刊。

「曽野綾子の人生相談」

「うぶめ」

「依存症のすべて」

「まちのおばけずかん」

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
で
は
、
土
・
日　

曜
日
に
限
り
住
民
票
や
印
鑑　

証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す

　

都
島
町
の
龍
峯
寺
跡
に
「
義
烈
塔
」
と
呼
ば
れ

る
石
塔
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
都
城
島
津
家

の
祖
北ほ

ん
ご
う郷
資す

け
た
だ忠
か
ら
12
代
忠た

だ
よ
し能
に
至
る
間
、
彼
ら

に
仕
え
戦
死
や
殉じ

ゅ
ん
し死
し
た
都
城
島
津
家
の
家
臣

５
０
５
人
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

幕
府
が
、
欧
米
列
強
の
国
々
か
ら
開
国
を
迫
ら

れ
て
い
た
こ
の
時
期
、
国
内
で
は
災
害
や
一
揆
、

打
ち
こ
わ
し
が
多
発
。
薩
摩
藩
内
に
も
倒
幕
を
目

指
す
武
士
が
現
れ
、
都
城
で
は
「
誠せ

い
ち
ゅ
う
は

忠
派
」
と
呼

ば
れ
る
尊そ

ん
じ
ょ
う
は

攘
派
と
、
守し

ゅ
き
ゅ
う
は

旧
派
が
対
立
し
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
島
津
久ひ

さ
み
つ光
は
「
幕
府
へ
の
直
接
的
な

行
動
は
藩
を
挙
げ
て
一
体
的
に
行
う
」
と
領
内
に

命
令
を
下
し
た
の
で
す
。

　

安
政
５
年
（
１
８
５
８
）
６
月
、
都
城
島
津
家

家
臣
北
郷
亮り

ょ
う
す
け輔
・
北
郷
十じ

ゅ
う
ろ
う郎
・
龍た

つ
お
か岡
小こ

は
ち
ろ
う

八
郎
の
３

人
が
、
こ
れ
ま
で
都
城
島
津
家
に
仕
え
亡
く
な
っ

た
人
た
ち
の
名
を
刻
ん
だ
大
石
塔
を
造
り
、
家
臣

の
心
を
一
つ
に
す
る
こ
と
を
提
案
。
こ
れ
を
受
け

て
、
久
光
の
娘
婿
で

あ
る
久ひ

さ
な
が静
が
、
同
年

11
月
に
義
烈
塔
を
建

立
し
、
家
臣
の
結
束

を
強
化
し
た
の
で
す
。
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中国の「独身節」
王新（オウシン）さん（中国） 　Vol.２

広報Vol.95

　中国人にとって、奇数はあまり好ましく
ないもので、祝儀には偶数の金額を出すの
が一般的です。友人の結婚には、私はいつ
も 600 元（１万円）を贈りますが、私の給
料にしては痛い金額です。400 元か 500 元
を考えたことがありますが、「４」は「死」
と同じ発音で、また、「５」は奇数だとい
うことで、600 元はやむを得ません。
　だからといって、奇数の組み合わせと
なった 11 月が嫌われているわけでもなく、
逆に、公式ではないものの若者に人気があ
る祝日が 11 月にはあります。それは 11 月
11 日です。中国語では「光

こうこんせつ

棍節（独身節）」
と言って、交際相手のいない独身者のため
の日となっています。同性の友達同士で会
食をしたり、来年は対象外となるよう誓い
合ったりして楽しく過ごす日です。わざわ
ざその日に告白する人もいるようですが、
せりふは「一緒に独身節から脱出しようで
はないか」とのこと。
　告白するか迷っている人、い
つ告白するの？　11 月 11 日で
しょ！
◎問い合わせ
　生活文化課・国際化担当
　☎23-2295

▼

点
線
に
沿
って
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
製
は
が
き
で
も
可
）

今月号を読んでのわたしの一言

① 緑豊かな景観をまちづくりに生かす「都城
市〇〇〇と景観のまちづくり計画」

②不公平感をなくすため、悪質な滞納者には
　タイヤ〇〇〇を実施する場合があります

③地域に開かれた学校「コミュニティ・
　〇〇〇〇の実現を目指します

●
先
日
、
子
ど
も
の
通
う
学
校
で
避
難
訓
練
が
あ
り
ま
し

た
。
理
科
室
な
ど
か
ら
避
難
す
る
訓
練
で
は
、
戸
惑
う

生
徒
も
い
た
よ
う
で
す
。
訓
練
の
大
切
さ
を
教
え
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
日
頃
の
意
識
付
け
が
大
切
で
す
ね
。

（
高
城
町
穂
満
坊　

た
く
け
ん
パ
パ
さ
ん
）

●
宮
崎
県
の
防
災
メ
ー
ル
を
２
年
ほ
ど
前
に
登
録
し
ま
し

た
。
火
災
や
防
犯
、
地
震
、
竜
巻
な
ど
多
く
の
情
報
が

得
ら
れ
る
の
で
心
強
い
で
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
て
「
も
し
も
の
と
き
」
に
備
え
て
い
ま
す
。

（
早
水
町　

Ｕ
Ｍ
Ｅ
さ
ん
）

●
職
場
で
初
め
て
の
異
動
を
経
験
し
た
私
。
仕
事
は
慣
れ

て
い
た
も
の
の
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
面
で
悩
ん

で
い
た
の
で
、
適
度
に
ス
ト
レ
ス
発
散
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。
大
好
き
な
カ
ラ
オ
ケ
で
、
大
声
出
す
ぞ
〜

（
志
比
田
町　

な
る
り
ん
さ
ん
）

●
「
人
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
喜
び
」
と
い
う
谷
口
さ
ん

の
こ
れ
ま
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
本
当
に
素
晴

ら
し
い
で
す
ね
。
私
も
そ
の
「
喜
び
」
を
感
じ
る
た
め

に
、
何
か
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
姫
城
町　

Ｍ
・
Ｍ
さ
ん
）

●
吉
都
線
全
線
開
業
１
０
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
企
画

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。私
の
初
め
て
の
吉
都
線
は
、

小
学
１
年
生
の
時
の
遠
足
で
し
た
。
も
う
少
し
秋
が
深

ま
れ
ば
、
の
ん
び
り
と
乗
っ
て
み
た
い
も
の
で
す
。

（
高
木
町　

は
な
子
大
好
き
さ
ん
）

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。
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電話番号　（　　　　　）　　　　　－

フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

P O S T  C A R D

お手数ですが
50円切手を
お貼りください

都城市役所秘書広報課行
（広報都城 Vol.95 2013年11月号）

今月の読者プレゼント
施 設 案 内

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
番号と、わたしの一言や11月号を読んだ感想を書いて
〒885-8555　秘書広報課まで。正解者の中から抽選で
１人にプレゼントを差し上げます。

※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選
者への商品の発送以外には利用しません
◎応募締め切り　11月29日㈮　当日消印有効
◎発表　本紙平成26年１月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集してい
ます。詳しくは秘書広報課まで問い合わせください
◎９月号クイズの結果【応募総数42通】
　★正解／①救急　②100　③自由回答
◎９月号当選者　西畑　怜音さん（高木町）
　　　　　　　　吉永　サツ子さん（高城町大井手）

【おいしい地元産豚肉　3,000円相当　１人】
商品提供事業者
金丸ファーム（高崎町）
☎62ｰ3427
高崎町内産の豚肉を
扱っています。しゃぶ
しゃぶなど鍋物にも最
適です。ぜひ、ご賞味
ください。

◆美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　９:00～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般800円　高校・大学生600円　中学生以下無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※11月9日㈯までは展示替作業のため休館
◎特別展「魯山人の宇宙」展　12月15日㈰まで
◆都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　９:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円 高校生150円 小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展「大島畠田遺跡」「近代都城のあゆみ」　
　平成26年１月13日㈪まで
◆都城島津邸（早鈴町） ☎23-2116
開館時間　９:00～17:00（入館は16:30まで）
観覧料「本宅」小学生以上100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※伝承館は、11月26日㈫～29日㈮までは展示替作業の
　ため休館。本宅は、通常通り開館
◎特別展「幕末維新」　11月24日㈰まで
　特別展期間中の都城島津伝承館の観覧料は
　一般300円　高校・大学生250円　中学生200円　小学生150円
◆人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　９:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※11月18日㈪～20日㈬までは薫蒸作業のため休館
◆山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　９:00～17:00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◆高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　９:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◆旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900
開館時間　10:00～16:00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◆たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　10:00～15:00
          ㊎、㊏、㊗の前日は19:00～22:00も開館
入館料　中学生以上300円　小学生100円
休館日　毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）
◎紙飛行機工作教室　※要予約　
　11月17日㈰　10：00～16：00
　材料費　550円（保険料込み）

▲

点
線
に
沿
って
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
製
は
が
き
で
も
可
）

※11月16日～12月15日の日程



平成25年10月1日現在 前月比 前年比
世帯数 70,806 世帯 （　59） （   308）
人口総数 167,300 人 （   58） （－ 753）
男 78,333 人 （   39） （－ 413）

女 88,967 人 （   19） （－ 340）
※平成22年国勢調査確定値基づく推計人口です

都城市現住人口

秋 といえば…まず、最初に思いつくのが「食
欲の秋」。都城 盆 地には、野菜やお肉な

どおいしい食材がたくさんあふれています。そ
れらの旬の食材を使ったコーナー「盆地生まれ
の元気をいただきます」では、毎回、市の栄養
士が工夫を凝らし、誰でも簡単に作れるような
メニューを紹介しています。料理が苦手な人で
も身近にある材 料で、短時間で作れるものば
かり。ぜひ、チャレンジしてみませんか。（真）

９月22日から 10 月５日まで山田町一堂ヶ丘公園で、
かかしフェスティバルが開催されました。毎年、

その年の世相を表す、ユニークなかかしが多数出品され
るイベント。今年は、ゆるキャラをイメージしたものや
日本開催が決定した
オリンピックに関す
るものなど 17 体が展
示され、期間中、来
場者の目を楽しませ
ていました。

今年の出来栄えは？

◆編集後記

インフォメーション

今月の表紙

スマートフォンか
らも市政情報がご
覧になれます

も
か

●日時　11月29日㈮
　　　　  開演19:00（開場18:30）
●料金　 全席指定　6,300円
　　　    ※ 未就学児の入場不可

４年ぶりの都城公演！
抜群の歌唱力と観客をとりこにするトーク
をお楽しみに♪

◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

森山直太朗
コンサートツアー 2013-14

「自由の限界」

●日時　11月16日㈯　　9:00～12:00
●料金　無料　※事前申し込みが必要

プラザの前のプランターの花植え作
業を一緒にしましょう。講師はガー
デナーの松尾伊津子さんです。
おみやげにハーブと花の寄せ植えを
差し上げます。

◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

植栽イベント

第10回花いっぱいになぁれ

イベントカレンダー
（11月16日～12月15日）

※【　】内は場所、問は問い合わせ先

都城市エリア

11
月

10日㈰　8：00～11：00
都城ぼんち市【東中町通り】
問　都城商工会議所　☎23-0001

17日㈰　10：00～13：00
がねコンテスト in せきのお
【滝の駅せきのお前広場】
問　都城観光協会　☎23-2460

23日㈯　18：00～20：00
イルミネーション点灯式
【ウエルネス交流プラザ】
問　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

12
月
７日㈯・８日㈰　９：30～
道の駅都城冬まつり【地場産業振興センター】
問　地場産業振興センター　☎38-4561

環霧島エリア

11
月

23日㈯　13：00～16：00
住吉神社の流

や ぶ さ め

鏑馬【住吉神社】
問　曽於市社会教育課　☎099-482-5958

12
月
７日㈯　19：00～
狭野神楽【狭野神社】
問　高原町まちづくり推進課　☎0984-42-2115

高原町

曽於市

テレビ番組

ラジオ番組
■MRTラジオ（AM放送936kHz）
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30～15：45

■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
9：49～9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ
　（デジタル111ch）
※毎回10分間放送
「みやこんじょジャーナル」
　①  6：50～　②11：50～　③17：50～
　④20：50～　⑤22：50～

市の提供番組紹介
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